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序章　迷まよえる子こ羊ひつじが一人













　　　　１




「頼む！　彼女を……彼女を譲ゆずってくれ！」

　男はその場に立ったまま、深ふか々ぶかと頭を下げた。

　年齢は二十半なかばといったところか。長い髪かみに丸いメガネをかけ、なかなか優やさ男おとこだ。

　ただ、沈ちん鬱うつな表情のためか、そういうイメージはいっさい受けない。

　ここはテラツーの六都市国家の一つ、西安シーアンの街だ。

　その町の場ば末すえの酒場に男はいた。

「彼女だぁ!?　楊ヤン、おまえ、頭おかしいんじゃねえのか！」

　優男の名は楊明ミンといった。

　楊が頭を下げている男──陳留チンリユーは濁にごった目で楊を見た。

　かなり酔よっぱらっているらしい。いかにも粗そ野やな感じのする男だ。

「…………」

　罵ば倒とうされたにもかかわらず、顔を上げた楊に怒りはない。ただ、その思いつめた様よう子すは変わらない。

「陳留さん、お願いだ！　彼女を譲ってくれ！」

「けっ！　いつ聞いてもおめえの言い方は虫むし酸ずが走るぜ！　なにが彼女だ！　おめえ、なにマリオネットのことを人間扱あつかいしてやがるんだ！」

「…………」

　陳がなにを言おうとも、楊は硬い表情のまま黙だまって立っていた。

　そんな楊の態たい度どが陳にはいよいよ鼻についたらしい。

　陳はやおら立ち上がると、酒場中の人間に向かって言った。

「みんな聞いてくれよ！　この医者の先生はうちにいるマリオネットが好きなんだとよ！　人間のくせに機械を好きになっちまった変態なんだぜ！」

　陳の声に酔っぱらいたちの哄こう笑しようが巻き起こる。

「マリオネットのことが好きになった!?」

「機械がいいんだと!?」

「バカじゃねえの！」

　白い目とバカにした笑いの中で、それでも楊は黙って耐えていた。うつむいたまま、じっと床を凝ぎよう視ししている。

「おい、なんとか言えよ、色男！」

　陳がザマーミロというような表情で楊を見る。

　が、次の瞬しゆん間かん、陳は酔よいがさめたように愕がく然ぜんとなった。

「うっ！」

　楊の目にはますます強い決意の光がともっていたのだ。

「陳さん、お願いだ！」

　楊はその場に土ど下げ座ざして、額ひたいを床ゆかにつけた。

「彼女を……鳳フアン々フアンをボクに譲ってくれっ！」

　酒場の中が水を打ったようにシーンとなった。

　陳はぶるぶる震ふるえながら、真っ赤な顔で楊をにらんでいる。




　ドカッ！




「うわっ！」

　いきなり陳が楊の顔を蹴けり上げた。

　楊の身体からだは勢いきおい余あまって後方に一回転する。

「気色悪い野郎だ！　しんきくせえ！　おまえなんかがいたら、酒がまずくならぁ！　出てけっ！」

「陳さん！」

「うるせえ！」

　なおも懇こん願がんしようとした楊を陳はまたも蹴け飛とばした。

「出ていきやがれ！」

「そうだ、そうだ！」

「しなびた変態野郎！」

　陳の酒飲み仲間と思われる男たちが飛び出してきて、いっせいに楊を取り囲む。




　ドカッ！　バキッ！　ドカッ！




　楊は全員から袋ふくろ叩だたきに遭あい、店の外に放ほうり出された。

「陳さん……！」

　それでもあきらめずに戸口に手を伸ばす楊に、最後に与えられたものは──




　ドサッ！




「うっ……」

　料理の過か程ていで出た、生ゴミの山だった。

　頭から動物の内臓やら野菜のクズやらをかけられ、楊はその場にうずくまった。

「ゴミ野郎！　オレの前に二度と顔を出すなっ！」

　思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴あびせかけ、最後に唾つばまで吐はいて、陳は酒場の中へと消えた。

「…………」

　しばらくの間、楊はその場に座すわり込んでいた。




　ポツ……ポツ……ザァァァァァァァァァァァァァァァァァ……




　夜空を覆おおっていた雲くもは、このときを待っていたかのように一気に爆ばく発はつし、雨をぶちまけた。

「…………」

　その雨の中、ようやく立ち上がった楊はトボトボと歩き出した。

「鳳々……」

　ガックリと肩を落とした楊の口から漏もれてくるのは、愛いとしい彼女の名前であった。

　それは陳にとってはただの生活用具の一つの愛あい称しように過ぎなかったとしても、楊にとってはどうしようもなく胸が熱くなる名前だった。

「鳳々……」

　楊は決して走ることなく、ずぶぬれになりながら西安の町中を歩き去っていった。




　　　　２




　暗い部屋で、楊は一人ベッドに腰こし掛かけていた。

「…………」

　心落ち着けようとしても、浮かんでくるのは鳳々の顔ばかり。忘れよう、忘れようと何度も努力したが、結局はできなかった。

（ああ……）

　楊は手で顔を覆った。

　いったいいつから自分はこんな気持ちを抱くようになってしまったのか──




　陳留のマリオネットである鳳々を見たのは、陳留が酒場のケンカで楊の医院にかつぎ込まれたときであった。

　酔よっぱらった上、悪あく態たいをつく陳留に楊は閉へい口こうしたが、医者として治ち療りようだけはちゃんと施ほどこした。

　が、相手に酒さか瓶びんで殴なぐられたという足は見事に折れていて、陳留一人ではまともに歩けそうにない。

　そのとき、陳留が家から呼んだのがマリオネットの鳳々だった。

　鳳々を一ひと目め見たとき、楊の身体にはいきなり電気が流れたような気がした。

　そんな自分の衝しよう撃げきをそのときは楊自身訝いぶかしく思っていた。

（なんだ、今の感覚……？）

　だが、その訝しさは長くは続かなかった。

　陳留の、鳳々に対する態たい度どを見たからだ。

「ご主人様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫なわけないだろ！　このポンコツ！」

　陳留はいきなり鳳々を足あし蹴げにした。

　ケンカでケガをさせられ、気が立っていたのを鳳々に当たったのだ。陳留にしてみれば、いつもの行為であった。

　だが、ここで陳留も、そして行った楊自身も、考えてもみなかった行動に出たのだ。

「やめたまえ！」

　なんと、楊がマリオネットである鳳々をかばったのである。

　止められた陳留も、そして行動に出た楊も、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして立ちつくした。

　かばわれた鳳々は事じ態たいを把は握あくせず、いつもと変わらぬ笑顔で立っている。

「な、なんだよ？　気持ち悪いやつだな!?」

　陳留は、おぞましがって、鳳々を連れて楊の医院を出ていった。

　残された楊は、呆然となったまま、いつまでもその場に立ちつくしていた。




　その後、楊は陳留の家を調べ、一人訪たずねていった。

　あのとき、自みずからが感じた感覚を、どうしても確認したかったのだ。たとえ、それが楊にとって、認めたくない結果になったとしても。

　陳留は裏通りのアパートに住んでいた。




　トン、トン……




「ごめんください」

　ノックの音に、開いたドアから顔を出したのは鳳々だった。

「申し訳ございません。ご主人様はただいま留る守すにしております」

　極きわめて機械的に応おう対たいする鳳々だったが、楊の態度は違った。

　鳳々の顔を見た瞬間、楊は強きよう烈れつな衝しよう動どうに駆かられていた。それは、彼女を抱きしめたいという衝動に──

（ああ、ボクは……）

　信じられないことだが（というより、楊自身あまり信じたくなかったのだが）、これではっきりした。

　恋──

　楊は恋をしたのだ。マリオネットである、機械である鳳々に。

　そして、悲劇はここから始まった──




「うう……鳳々……」

　苦しかった。

　苦しくて、苦しくて、もうなにもかもいやになるくらい苦しかった。
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　鳳々のことを考えれば考えるほど苦しかった。

　倫りん理り観かん──

　人々の罵ば声せい──

　自分自身の気き恥はずかしさ──

　いろいろなことが思い浮かび、そして消える。

　それらももちろん楊を苦しめたが、なによりも一番楊を苦しめたのは、やはり心の中いっぱいに浮かぶ鳳々の笑えみだった。

　他の人間から見たら、それは極めて機械的な、非人間的な笑みに映うつるかもしれない。

　が、楊にとってはそれは天使の笑みだ。

「ああ……」

　もう何度目のうめきだろう。

　今こ宵よいもまた、眠れぬ夜を過ごすしかないのか。

「ご主人様」

　そのとき、ドアを開けて入ってくる人影があった。

「あ！」

　鳳々だった。

　楊の目の前に、鳳々があの笑みを浮かべて立っている。

「ああ……」

　一瞬輝いた楊の顔は、すぐに落らく胆たんに変わる。

　鳳々の笑みに見えたのは、ほんの一瞬だった。

　鳳々の顔をした彼女は楊の前にしっかりと立っている。幻まぼろしなどではない。

　だが、彼女は鳳々ではないのだ。

「ご主人様、お風ふ呂ろの準備ができました」

「ああ……」

　鳳々を見た後で、慌あわてて取り寄せた、鳳々とまったくタイプの同じマリオネットだった。

　最初、彼女を横にしたとき、楊の心は躍おどった。

　鳳々を手に入れたのだと思った。

　だが、その甘い期き待たいはすぐに裏切られる。

　どこが違う、とははっきり言えなかったが、彼女は鳳々ではなかった。彼女と話しても、楊の胸が熱くなることはない。

（これはどういうことなんだ……？）

　外がい見けんもやることも鳳々と彼女では少しも差がないはずだ。

　マリオネットに心はない。

　だから、人間のように、中身が違う、などという言葉は決して使うことができない──はずだった。

　しかし、楊が最終的にたどりついた結けつ論ろんはそれだった。

　中身が違う。

　彼女は鳳々じゃない！

「ご主人様、お風呂の準備ができました」

　彼女が機械的にまたその言葉を繰くり返かえした。

「ああ……」

　楊は力無く返事をすると立ち上がった。

「さあ、どうぞ」

　鳳々と同じ顔のマリオネットはゆっくりと歩き出す。

　楊はその後ろ姿をぼんやりと見つめていた。

　楊は彼女に未まだ名前をつけていなかった。




　　　　３




　次の日も、楊は陳留のアパートの前に立っていた。

　気がつくと、ふらふらと、まるで夢む遊ゆう病びよう者しやのように足が勝かつ手てに陳留の家のほうに向かってしまっているのだ。

　もう、何日も医院は開けていない。

　鳳々の事を考えると、ぜんぜん仕事が手につかなかった。

「…………」

　陳留の部屋の前で、ノックしかけた手が止まる。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ──

　だが、心に浮うかんだ鳳々の笑顔がそんな躊躇を打ち消していた。




　トン、トン……




　しばしの間があって、ドアは開いた。

「なんだ、やっぱりてめえかよ！」

　不ふ機き嫌げんそうな顔をして、陳留が顔を出す。

　目が赤い。まだ寝ていたらしい。

「けっ！」

　陳留は勢いよくドアを閉めようとする。

　だが、この日の楊は行動的だった。




　ガシッ！




「!?」

　なんと、楊は閉しまりかかったドアに足を挟はさみ、その隙すき間まからドアを開けて、強ごう引いんに中に入り込んだのだ。

　挟まれた足の痛いたみが全身に伝わるが、それを感じたのも一瞬だった。

　あっけにとられている陳留に、楊は勢い込んで言った。

「陳留さん、今日こそ〝はい〟と言ってくれ！　彼女を……鳳々を譲ってくれっ！」

　鬼き気き迫せまる勢いの楊をしばらく呆然と見ていた陳留だが、やがて我われに返ると、さらなる怒りの感情を顔に出して、叫んだ。

「てめえ！　出てけ！　てめえの言うことなんか、聞きたかねえ！」

「陳留さん！」

「うるせえ！　はっきり言うぜ！　いくら金を積つまれたっててめえにだけは売らねえよ！　オレはな、おまえが大嫌いなんだよ！　その機械のことが好きだなんていう、その態度が嫌いなんだよ！」

「…………」

　いくら陳留が罵声を浴びせようとも、楊は黙って立っていた。

　その楊の表情が変わる。




　ガチャ……




「ご主人様、朝食の用意が整ととのいました」

　陳留の背後のドアが開いて、鳳々が現れたのだ。

「鳳々！」

　楊が叫ぶ。

「はい、なんでしょうか？」

　極きわめて機械的に鳳々が反応した。

　が、それは楊にとって、天にも昇のぼるような心地ここちだった。

「なに笑ってやがる！」

　怒りの野の太ぶとい声が楊を現実に引き戻した。

　陳留が険けわしい目つきで楊をにらんでいた。

「気色悪いことしやがって！」

「陳留さん！　ボクは鳳々のことが好きなんだ！　そりゃあ、あなたから見たら愚おろかな行こう為いかもしれない！　だけど、自分でも理由はわからないけど、好きになってしまったんだよ！　お願いだ、ボクたちのことを認めてくれっ！　ボクの気持ちをわかってくれ！」

「わかりたかねえ！」




　ドカッ！




「うごっ！」

　陳留の拳こぶしが伸びて、楊の腹にのめり込む。強きよう烈れつな一いち撃げきだ。

「ゴホッ……うごっ……」

　楊はせき込み、思わず嘔おう吐とした。

「きたねえな！」




　ドスッ！　バキッ！




　さらに陳留は拳や蹴りを繰り出した。

「思い知れ、この野郎！」

「うぐっ！　うがっ！」

　陳留の制裁は十分以上続く。けれど、楊は決して抵抗しなかった。

　これで陳留の気が済むなら──そんな甘い考えが楊のどこかにあった。

　しかし、陳留は楊の考えていた以上に粗野で、暴力的な男であった。

「はぁはぁはぁ……」

　音を上げたのは陳留のほうが先だった。いい加減殴なぐり疲つかれたのだ。

「陳留さん……」

　楊はボロボロだ。そこら中赤く腫はれ上がっているし、鼻からも口からも血を流している。唯ゆい一いつ幸さいわいなことを挙あげるとしたら、強化ガラスで作られたメガネだけは無事だったことか。

　楊はそんな身体でもすがるように陳留に近づいた。

「へっ！」

　その陳留が笑みを漏らした。粗暴な笑みだ。

「オレは決めたぜ！」

「えっ!?」

「おめえのそのしつこさに免めんじて、な！」

　そう言うと陳留はいったん奥に引っ込んだ。

　次に現れた陳留が手に持っていたのは、工事現場などで使う、両手用の大きな金かな槌づちだった。

「おめえの目の前で、鳳々をぶち壊こわしてやるっ！」

「ええっ!?」

　陳留の顔に、サディスティックな笑みが浮かんでいる。陳留は完全に切れていた。

　陳留の頭の中には、もはや楊を絶望に突き落とすことしかなかった。そして、こうした暴力的な人間にとって、それは喜びにつながるのだ。

　陳留は金槌をふりかぶって言った。

「鳳々、そこを動くな！」

「はい」

　鳳々は素す直なおに陳留に従う。笑みすら浮かべて。そう、それがマリオネットだ。

「鳳々、逃げて！」

　楊が叫ぶが、こちらの声には鳳々は反応しなかった。

「見てな、楊！」

　陳留が叫んだ。




　バリィィィィィィィィィィィィィィィン！




　だがしかし、破砕音は、鳳々からではなく、陳留の頭の付近で起こった。

「うがぁぁ……！」

　陳留がゆっくり倒れる。

　楊が近くにあった陶器製の灰皿で、陳留の頭を思いっきり殴ったのだ。

　当たり所が悪かったのか、陳留は一撃で動かなくなった。

「はぁ…はぁ……」

　楊の呼吸は荒あらい。

　とんでもないことをした、というよりも、楊の心には鳳々を守ったという思いがあった。

「鳳々……」

　楊はそれ以上陳留に目もくれず、鳳々に近づいた。

　自分の主人が殴られ、倒れても、鳳々はあの笑みを浮かべたままだ。

　楊は鳳々の背中に手を回した。




　カチッ……




　停止スイッチの位置は鳳々と同じ自分のマリオネットで確かめてある。

　動きを止めた鳳々を楊は抱え上げた。

「…………」

　振り返らず、楊は外に走り出た。

　そしてそのまま、脇わき目めもふらず走り去った。

　その日以来、楊の姿は西安から消えたのだった。
















第一章　小樽死す！　……って、本当？













　　　　１




　どびゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！




　真まっ赤かな血が飛とび散ちる。

「うごぉぉぉぉぉぉっ！」

　小お樽たるの背中から鋭えい角かく的てきな剣のようなものが生はえていた。

「小樽ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　ライムが絶ぜつ叫きようする。

　ライムは動けなかった。ライムの手足は肌はだ色いろのツタのようなものに捕とらわれていたのだ。




　ぶしゅぅぅぅぅぅぅぅっ！




　剣が引き抜かれると同時に血が吹き出した。

「いてえ！　いてえよ！　いてえ……」

　小樽はそのまま地面に倒れ込み、のたうち回るが、小樽が痛みを感じたのはそこまでだった。

「小樽！　待ってて！」

「ううう……」

　全身の感かん覚かくが麻ま痺ひし、だんだんと小樽は動かなくなる。

　小樽を襲おそった得え物ものは、小樽の目の前に立つ人物の背中から出ていた。皮ひ膚ふの一部が盛もり上あがり、それが触しよく手しゆとなってグンッと伸びたのだ。

　小樽とライムを襲ったのは一人だった。

　髪かみを角かく刈がりにした男だ。上半身裸で、見み事ごとな筋きん肉にくを誇ほこっている。

　そして、男の左手の指がまるでツタのように伸びて、ライムの手足を拘こう束そくしていた。

「小樽！　小樽ぅぅぅっ！」

　ライムはなんとか男の戒いましめを逃のがれようとするが、いくらもがいてもビクともしない。

　小樽は、フッと遠くなりそうな意識を必死に引ひき留とめていた。

（ライムと互ご角かくに戦えるなんて……）

「…………」

　男は無言で立っている。

　表情はない……が、目には憎しみの色があった。

「コ・ロ・ス」

　男が右手の筋肉を膨ふくれ上がらせ、ライムに向かって拳こぶしを放はなつ。




　グンッ！

　ドゴォォォォォォォォォォッ！




「うぐぁっ！」

　ライムは男に接するくらいの距離で、腹に思いっきり拳を食らっていた。

　男は拳を放つと同時に左手でライムを引き寄せたのだ。

「う……」

　バランスを崩し、倒れかかったライムに向かって、男は今度は左腕を振り上げた。

　いつの間にか男の左手はライムの手足から離れている。

　が、元の手の形には戻っていない。斧おののように鋭するどい刃となっていた。

　男の狙ねらいはライムの首だ。ギロチンのようにこれでライムの頭を斬きり落とすつもりなのだ。
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「コ・ロ・ス」




　ピシッ！




　が、男が左手を振り下ろすよりも早く、男の顔に石がぶつかっていた。

　あの動くことも奇き跡せきのような状態で、小樽が石を投げたのだ。

「ライム……」

　小樽は血ちの気けの失うせた顔で、男をにらみつけていた。身体からだの下に赤い染しみが広がっている。

　そんな状態でも、小樽は石を投げたのだ。

　ライムを救うため。

　ライムのために身体からだが動いた──ライムのためならば。愛する者のためならば。

　男は小樽のほうを向いた。

「コ・ロ・ス」

　憎しみの瞳は小樽を捕らえている。

　左腕を小樽に向けた。手は槍やり先さきのようになっていた。

「コ・ロ・ス」

「小樽は殺させないっ！」

　ライムが叫んだ。

　小樽は自分の身を省みず、ライムを助けてくれた。

　今度はライムの番だ！




　ゴォォォォォォォォォォォォォォォン！




　ライムの頭突きが男のアゴをとらえる。

「小樽を守るんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めたライムの拳が飛ぶ！

　ライムの中で、感情が爆発した！




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　ライムの一撃は見み事ごとに男の頭を吹き飛ばしていた。

「や、やったぜ……！」

　小樽の顔にようやく笑みが浮かぶ。

　不ふ思し議ぎなことがあった。吹き飛んだ男の頭からは血が出ていないのだ。代かわりに飛び散ったのは機械の部品だ。

「……マリオネット？」

　怪け訝げんな表情が浮かぶ。

　そして、ライムを見たとき、表情はさらに驚きよう愕がくのそれに変わっていた。

「ラ、ライム！」

　ライムの胸むねに男の腕がめり込んでいた。

　ライムが拳を放つのとまったく同時に、男も拳を放っていたのだ。




　ゴロッ……




　男の身体が地面に倒れ込むと同時に、ライムの身体も地面に転がった。

　そのまま小樽のそばに転がってくる。

「ラ、ライム……」

「…………」

　ライムから返事はない。

　小樽は必ひつ死しに手を伸ばす。

　ライムの手までもう少し──

　あとちょっと──

　届とどいたぁ！

「ライム……」

　小樽は残っていた力を込めてライムの手を握にぎりしめた。

　温ぬくもりはない。

　が、心の中に温かいものがどんどんわき起こってくる。

　もう怖こわくはない。

　死への恐怖はない。

「う……」

　世界のポジとネガが反転し、やがて視界はブラックアウトした。

（ここで死ぬのか、オレ……）

　霧きりのかかり始めた頭に浮かんだのはジャポネスを出発した日のことだった。




　　　　２




　それは取り立ててめずらしくもない事件だったかもしれない。

　ジャポネスの街まちで一人の人間が自殺した。

　ただそれだけのことだ。

　彼は生前、ジャポネス第三尋じん常じよう小学校の教きよう師しだったことから、葬そう式しきには結けつ構こうな人間が集まることが予想された。

　そして、その中に小樽もいた。




　チーン……




　焼しよう香こうをすませ、小樽はじっと遺影を見た。

「今こん野の先生……」

　小樽は死んだ今野善ぜん二じ郎ろうに小学校の四、五年と連続して担たん任にんしてもらった。そのため、普通の先生よりも思い出深かった。

　印いん象しようは一言で言えば、豪ごう放ほう磊らい落らく。

　豪ごう快かいな笑い声が今でも思い出される。

　だが、彼は四〇で自みずからの命を絶った。最後は病やまいを患わずらい、寂さびしさの中、衝しよう動どう的てきに死を選んだ……。

　発見は一週間ほど遅おくれた。善二郎の世せ話わをしていたマリオネットには自殺の際さいの対たい処しよ方法がプログラミングされていなかったのだ。

「…………」

　そのマリオネットは忙いそがしく葬式会場の中を歩き回っていた。

　顔に悲しみの色はない。

　主人の死を悲しいと感じる──そういう感情はマリオネットにはないのだ。

「あのさ……」

　小樽はそのマリオネットに話しかけていた。

「なんでしょうか？　お手て洗あらいならばここを奥に行かれて……」

「そうじゃねえんだ。キミ、今野先生のマリオネットだったんだろ」

「はい」

「今野先生が死んでどう思う？」

「申もうし訳わけございません。その質問に対しての答えは私のデータバンクにはありません。他の質問をどうぞ」

　マリオネットは笑みを浮かべてそう言った。

　ただ単に顔の人じん工こう筋きん肉にくを動かして作り出された無感情な笑み──

「…………」

　小樽はやるせない気持ちになってマリオネットのもとを離れた。

　善二郎は死の直前まであのマリオネットと一いつ緒しよだったのだ。しかし、心の寂しさは彼女では癒いやすことはできなかった。

「どうしたの、小樽？」

「マスター……？」

　かなり落ち込んだ顔をしていたのだろう。

　一緒についてきたライムとチェリーが心配そうに顔をのぞき込んでくる。

「…………」

　その顔を小樽はじっと見つめた。

　あのマリオネットと同じ人工筋肉が表情を作り出している。が、そこには感情があった。

「……なあ、二人とも……もし、オレが死んだらどうする？」

「えええええええええええええっ!?　小樽、死んじゃうの！」

　それだけでもうライムの目からは、涙なみだが滝たきのようにあふれてくる。

「もしもだ！　もしもの話！」

「私はマスターが死んだら生きてはいられません！　そんなこと考えただけで……あ、涙が……」

「小樽、死んじゃいやだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「マスター、わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　ライムとチェリーは声をあげて泣き出した。

「なんだ、なんだ!?」

「マリオネットが泣いてる？」

「いってぇ、こりゃあ……？」

「でも、なんかあの涙を見てると……」

「こっちまで悲しくなってくらぁ……おーい、おいおい……」

　そのあふれんばかりの感情はまわりに伝でん染せんし、ややしらけ気ぎ味みだった葬式は、逆の意味で大いに盛り上がりを見せた。

「ライム、チェリー……もう泣くなよ、な、な」

　二人をなぐさめながら、小樽はうれしさが顔に出るのを必死に抑おさえていた。

　オレのマリオネットたちは泣いてくれる。悲しみを理解してくれる──

　〝乙女回路〟──少女の心！

　彼女たちは男たちに安らぎを与えてくれる。

　心を持ったマリオネットがそばにいれば、善二郎も自ら命を絶つことはなかっただろう。

　が、現実には善二郎のような自殺者が激げき増ぞうしているのだ。

　ゲルマニアの暴ぼう走そうだけではない。殺さつ伐ばつとした雰囲気が世界を覆おおっていた。

（それをなんとかするにはライムたちのようなマリオネットがもっとたくさんいれば……いや、マリオネットじゃねえ）

　女性復活──

　小樽の心にかつてマリオネットを作ったドクター・ローレライの残した言葉が浮かんでいた。




『〝乙女回路〟を持つマリオネットに選ばれた男が女性を復活させるでしょう』




　　　　３




　ジャポネス歴史資料館の地下に小樽は来ていた。
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　ここに来るのはひさしぶりだ。

　あたりにはマリオネットの修理道具が所ところ狭せましと並んでいる。

「ローレライ……話があるんだ、ローレライ！」

　小樽が叫んだ。

　いつもなら壁かべから光が現れ、その中にローレライの立体映像が浮かび上がるはずだった。

「……あれ？」

　だが、いつまで経ってもその兆ちよう候こうはない。

「おい、ローレライ！」




　ガン、ガン！




　小樽が思いっきり壁を叩たたいた。

　だが、やはり返事はない。

「ローレライ！……おっかしいな。出かけてんのかなぁ……？」




〈……ガガ～……ち、違うんや……小樽……ガガガピィィィ～～……〉




「ローレライ!?」

　どこからかローレライの声が響いてくる。が、ひどい雑ざつ音おんも一いつ緒しよだ。

「ローレライ、なぜ出てきてくれねえんだ!?」




〈ガピィィィィ……ネットワークが……つながりが……〉




「ローレライ！」

　小樽はわけがわからず呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　雑音はなおも続く。




〈ガガガ……あたしは……ガピィィ……それで……〉




　やがて──




　ビカァァァァァァァァァァァァァァッ！




　突然、壁かべが輝かがやく。

「うわっ！」

　凄すさまじい光量に思わず目を覆った小樽だが、それも一瞬のことだ。

〈小樽、おまたせ〉

　光の中にローレライの姿が浮かんでいた。

「ローレライ！」

　ようやく逢あえた喜びに、小樽は身を乗り出す。が、小樽は気づいた。ローレライの表情が曇くもっていることを。

「……どうしたんでぇ？」

〈小樽……恐おそれていた事じ態たいが起こりつつあるんや〉

「はあ？」

〈あたしが不完全なローレライ……コピーしたローレライであることは前に話したやろ〉

「あ、ああ」

　目の前のローレライは、このテラツー創そう世せい期きにマリオネットと乙女おとめ回かい路ろを作り出したドクター・ローレライの思し考こうパターンをコンピュータ上にコピーしたものだ。ただし、オリジナルからはかなり手が加えられ、オリジナルの記憶も一部しか受うけ継ついでいなかった。

　そのため、性格も口調もオリジナルとはかなり違うらしい。

〈あたしらこうしたコピーされたローレライは全世界にいるんや。そして、そのすべては衛えい星せい回かい線せんを通じて繫つながっている〉

「衛星回線？」

〈このテラツーにはかつて打ち上げられた人じん工こう衛えい星せいが稼か働どうしているんや。星のまわりを回ってる〉

「星のまわりを!?　すげえじゃねえか！」

　人工衛星という言葉に小樽は目を輝かした。彼らテラツーの人間にとって、宇宙ははるかに遠い所だった。

〈ただし、その技ぎ術じゆつはすでに失われて久しいんや〉

　宇宙船の技術は今のテラツーにはない。当然、人工衛星なども打ち上げることはできなかった。

〈ただ、そのころ打ち上げた人工衛星がまだいくつか残ってるんや。それによってうちらローレライは繫がって、ネットワークを構こう築ちくしておったんや〉

「はあ……」

　言ってみれば、全世界的規き模ぼのネットワークがテラツーにも存そん在ざいしていたということだ。

　テラツー版インターネット──

〈その名もローレライ・システム〉

「ローレライ・システム!?」

〈うちらの使命は小樽、あんたみたいな〝女性復活〟をやり遂とげてくれるかもしれない男を導みちびくことやった〉

「えっ!?」

　女性復活をやり遂げてくれるかもしれない男──小樽の脳のう裏りにまたもあの言こと葉ばが浮かんでくる。




『〝乙女回路〟を持つマリオネットに選えらばれた男が女性を復活させるでしょう』




（オレがその男……）

　感かん慨がいに浸ひたる小樽だが、次の言葉ですぐに現実に引き戻される。

〈けれど、そのローレライ・システムが壊こわれかかっているんや〉

「ええっ!?」

　ローレライの顔には険けわしい表情が浮かんでいた。

〈システム自体の老ろう朽きゆう化かか……それともなにかの事じ故こか……!?　ともかく、西安シーアンにあるホストとのアクセスがままならんのや！　それに伴ともないエネルギー供給のほうもおかしくなっとる。今日だって、予備電源を使ってようやく……〉

「このままだとどうなるんだ？」

〈ローレライ・システムはダウンし、女性復活は永遠に成なされない……〉

「困こまるぜぇ！」

　小樽は叫んでいた。

「女性復活は絶対に必要なことだとオレ、気づいたんだ！　今日だってそのためにはなにすりゃいいのか聞きに……」

〈西安へ行くんや、小樽！〉

「西安へ？」

〈そこにローレライ・システムのホストコンピュータがある！　あたしら端末と違って、オリジナルの記憶をかなり残している優ゆう秀しゆうなやつや！　西安に行けば必ず女性復活の手がかりが得られる！〉

　ローレライ・システムのホストコンピュータ、ホスト・ローレライが西安にある──それに会うことがこの瞬間から小樽の使命になったと言っていい。

「わかったぜ！」

　小樽が決意の拳を握にぎりしめた。

　ローレライがわずかに微笑ほほえむ。

　が──

「あ！」




　ガガガ……ガピィィィ……ガァァ……




　いきなりローレライの映えい像ぞうが乱みだれた。

〈どうやら予備電源が尽つきかけてるようやね〉

「ローレライ？」

〈西安に行くんやで、小樽！　急ぐんや！　ホストコンピュータだっていつまで保もつかわからへん！　なにかあったのかもしれん！〉

「お、おう！」

〈そして、いつかオリジナルにあって、女性復活を……〉

「ローレライ！」

〈さいなら、小樽〉

　ローレライの顔に今度は悲しみをこらえたような笑みが浮かぶ。




　スッ……




　その笑みを最後にローレライの姿は消えた。

「ローレライ！」

　このあと、いくら呼ぼうとも、ローレライが現れることは二度となかった。




　　　　４




　ワァァァァァァァァァァァァァァッ！




　ゲルマニア市街は戦せん勝しよう報ほう告こくに酔よいしれていた。

　もう夜だというのにあちこちから歓かん声せいが聞こえ、クラッカーの弾はじける音が響ひびき渡わたる。

　大ゲルマニア機き甲こう第三軍団が、ロマーナを陥かん落らくさせたのだ。

「ゲルマニア万ばん歳ざい！」

「ファウスト総そう統とう万歳！」

　これでゲルマニアの支配都市はペテルブルクと合わせて三つになった。連戦連勝、無敵のゲルマニア軍万歳──というわけだ。

　先の二度に渡るジャポネス侵しん攻こう作さく戦せんの失敗は国民には巧たくみに隠かくされ、ごく一部の軍関係者以外は知らないことだった。




「ロマーナの王室関係者はすべて処しよ刑けいせよ」

　ファウストは総そう統とう府ふの執しつ務む室しつで居い並ならぶ将軍たちに無表情で言った。

「はっ」

　将軍たちもただ頭を下げるだけだ。

　ただ一人、末席にいたドクター・ヘスだけがニヤニヤと笑みを浮かべたまま言った。

「オリジナルのヴィレイの血を絶やしてよいのですか？　もったいない……」

　ファウストに対し意見を述べることができるのはあいかわらずこのヘスだけだ。ゲルマニア科学相──それがゲルマニア兵器開発の総責任者であるヘスに与えられた表の地位だった。

　他の将軍たちは身を硬かたくして、おそるおそる事態を見守っている。

　ファウストは表情一つ変えずに言った。

「構かまわぬ。ロマーナで必要なものは労ろう働どう力りよくだけだ。マリオネットとは違う生身のな！」

「奴隷階級の誕たん生じようというわけですか。ペテルブルクと同じ」

「ヘス君、キミは彼らをなにに使う気かね？」

　彼ら──ロマーナの王族の者たちのこと。このテラツーに不時着した六人の一人、ヴィレイのオリジナルクローンのことだ。

「……コレクションですよ、閣かつ下か。コレクターとしては希き種しゆであればあるほどマニア魂だましいをくすぐられるものでして……」

「ふむ」

　ファウストがヘスを冷たく見み据すえた。

　厚あつ手でのサングラスをかけたヘスがどのような感情を抱いているのかわからない。ただ、口くち許もとに浮かんだ笑みは変わらなかった。

「まあよかろう。数人はキミの好きにするがいい」

「ありがとうございます」

「ところでヘス君。キミはコレクションの収集ばかりに気をとられているわけではなかろうね」

「〝彼ら〟のことならばご心配なく。研究所内でのテストでは、いずれも標準値以上の結果を出しております」

「ほう」

　〝彼ら〟……？　二人の間だけで通用する言葉が飛び交う。

「あとは実戦でのデータ収集が必要ですな。できれば強力な相手との」

「ヘス君、もったいぶらずに教えてくれたまえ。すでに〝彼ら〟は実戦テストに入っているのだろう」

「ええ、総統閣下。ジャポネスの例のやつらを相手にね」

　〝ジャポネスの……〟という言葉に、ファウストが初めて表情を変えた。眉み間けんにわずかに皺しわが寄よる。

　が、それも一瞬で消えた。

「やつらがジャポネスを出発したのを我が情報部から報告を受けました。実験はすでにスタートしていますよ」

「……キミにまかせる」

「わかりました」

　二人の会話は終わった。

　執務室に集まった将軍で、その会話の内容を理解した者は一人もいなかった。




　　　　５




　どこまでも青い空が広がっている。

　プラズマ雲を気にする必要はまるでない。

「う～ん……」

　小樽が伸びをして、その場に寝ね転ころがろうとした。

　今、小樽は山の中腹にいる。

　そして、そのそばには──

「ん～、重い、重い！　重くてかなわないわ。どっこいしょ」

　ブラッドベリーがわざとらしく困こまった顔をして言った。

「……って、どこになにを置いてるんだよ、ブラッドベリー！」

　ブラッドベリーが自らの大きな胸を小樽の頭の上に置いている。もちろん服をきたままだが、それでもそうやって置けてしまうほど立りつ派ぱな乳ちちなのだ。

「あら、ごめん、小樽。ちょっと乳が重くてねぇ。置く場所っていったら、やっぱりここしかないじゃない」

「あ、あのなぁ……」

　一いち応おう非ひ難なんした口く調ちようの小樽だが、顔は逆ににやけきっていた。




　ぷよぷよ……




　乳のやわらかな感触が頭から首、そして肩へとゆっくり移動していく。

「や、やめろよ」

「小樽ぅ、我が慢まんはよくないよォ。若いうちは正しよう直じきに生きることが大切さぁ。特に己おのれの気持ちと身体に正直に……」

　ブラッドベリーはそのまま小樽を抱きしめ、さらに乳を押しつけようとした。

　そのときだ。




　ドガッ！




「わっ！」
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　いきなり強烈なヒジ鉄が飛んで、ブラッドベリーを吹き飛ばす。

「ったく、この女！　黙だまってりゃいい気になりやがって！」

　ヒジ鉄を放ったのはパンターだった。その後ろにはライム、チェリー、ルクス、パンターもそろって、ブスッとふくれっ面つらになっていた。




　現在の状況をもっと具ぐ体たい的てきに説明せねばならない。

　もうジャポネスの町まち並なみが見えなくなってから三日ほど経たっている。

　小樽たちは西安へ向かう旅の途中なのだ。

　ローレライの言葉に従って、小樽はついに決意した。

（オレの手で必ず女性を復活させてみせる！）

　そのためにまず西安へ向かい、ローレライ・システムのホストコンピュータとアクセスする必要があった。

　小樽はさっそく徳とく川がわ家いえ安やす──現在はセイバー〝玉たま三さぶ郎ろう〟の中にその記き憶おくパターンが入れられている──に目通りを願うと、西安へ行く旨むねを告つげて許きよ可かをもらった。

　家安は事の重大さをすぐに認識すると、西安の主席・王おう庸よう平へいへの親書を書いてくれた。

「急いで西安へ行くぜ！」

　ジャポネスのローレライの言葉から時があまりないことはわかっている。一刻も早く西安にたどり着かなければならない。

　しかし、平へい坦たんな道は使えなかった。

　西安はジャポネスから見て北東に位置する。ジャポネスからすれば一番近い都市だ。

　それでも、途と中ちゆうの道はすでにゲルマニアの勢せい力りよく圏けんになっていたのだ。

　ゲルマニアの力、恐おそるべし。

　普通に道を行けば、ゲルマニア軍と交戦となり、なんとか相手を撃げき退たいしたとしても、かなりの時間がかかってしまう。

　西安とジャポネスの間ではつながっている断層もない。

　そこで小樽は徒歩で山を越えて西安に向かう方法を選んだ。

　西安とジャポネスの間には険けわしい山が峰みねを連つらねる。普通の人間ならその山を突っ切っていくなどということはまず考えないだろう。

　この山々にはゲルマニア軍もほとんど現れない。ここまで険しいと、移い動どう効こう率りつに優すぐれず大軍を展開できない。戦略的価値はきわめて低かったのだ。

（なんとしても西安へ！）

　小樽には燃もえるような使し命めい感かんがあった。

　ホスト・ローレライに逢って、女性復活を！

　この使命感が原動力となり、三日間、ほとんどぶっ続けで小樽は歩き続けた。セイバーマリオネットたちが背に負うというのを、男らしくないからと拒きよ否ひし続けながら。

　だが、精せい神しんに身体がついていかなくなっていた。

　さすがに三日目に入り、小樽も疲ひ労ろうを感じ始めていたのだった。




「ちょっと、なにすんだよ！　あたしは小樽の疲つかれを癒いやそうと……」

　吹っ飛ばされたブラッドベリーが戻ってきて、パンターに食ってかかる。

「なに言ってやがる！　もっと疲れさせるようなことしようとしてやがったくせに！」

　パンターも負けてはいない。

「はん、ブスは引っ込んでな！」

「なんだと、この男女！」

「なにぃ!?」

「やるってのか！」

「やらいでか！」

　額を突き合わせてにらみ合うブラッドベリーとパンターを後しり目めに、他の連中もてんでてんでに勝手なことを言い始めた。

「小樽様は疲れていらっしゃるのよ！　小樽様、足をおもみいたしますわ！」

「マスター、お弁当にしましょう。チェリー特製の山さん菜さい鍋なべ！」

「小樽……疲れてない？　痛くない？　なにかして欲しいことない？」

「小樽、やっぱりおぶってやるって！」

　あっという間に小樽はもみくちゃにされてしまう。

「こらっ、やめろっ！　もう行くぜ！」

「でも、マスター、一人来てませんけど」

「ああ、あのお荷に物もつね」

　お荷物とは──

「お～い、小樽くぅ～ん……」

　そう、花はな形がただった。

　花形は大量の荷物をかついで、必死に山を登のぼっていた。

　はるか下に花形の姿が米粒ほどの大きさで見えた。

　無む理り矢や理りついてきた花形は荷物係として全員の荷物を持たされてしまったのだ。それでもついてくるところだけは感心する。

「愛とは苦しむものさ……この花形美みつ剣るぎ！　小樽クンのためなら……」




　ガッ！




「はれっ！」

　花形は石にけつまずいて、仰あお向むけにひっくり返る。




　ゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロ……




「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　そのままボールが坂を転がるように、花形の姿はあっという間に視界から消えた。

「あのバカ……」

「あれじゃあ、上がってくるまでに一時間はかかるねぇ。小樽ぅ～、もうちょっと休きゆう憩けいしよ。ご休憩」

「ひわいな言い方しないで！　マスターはあたしとお弁当を食べるんだから！」

「こらっ、小樽はオレと！」

「小樽様はあたしと！」

「小樽ぅ、ボクと！」

「ったく、これじゃあいつもと変わらないよ」

「もう、いいかげんにしてくれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　小樽がついに爆発しかける。

　が、騒ぎはそこまでだった。

「！」




　ダッ！




　マリオネットの全員が、気づいたようにその場から大きく跳ちよう躍やくする。

「小樽、こっち！」

「わわわわっ！」

　小樽もライムに手をつかまれ、身体は空中にあった。




　ドゴッォォォォォォォォォォォォォッ！




　小樽たちがさっきまでいた場所が大きくえぐられる。なにかが高速回転しながら飛んできて、一瞬で削けずり取ったのだ。

「敵!?」

　小樽がその存在を感知したとき、すでに敵はそれぞれのマリオネットの横に現れていた。

「なにっ!?」

「うわっ！」

「ちっ！」

「きゃっ！」

「おのれっ！」

　上半身裸の、いずれも筋肉質の男たちだ。

　しかしその跳躍力はどうだ！　ライムたちにも引けをとらない。普通の人間ではとても考えられない能力だ。




　ドガッ！　ゴガッ！　ドォォォォォン！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　一撃を受け、マリオネットたちはそれぞれ別方向に飛ばされた。




　バキィィィィィッ！




「わっ！」

「ラ、ライム！」

　小樽とライムも角刈りの筋肉男に叩き飛ばされていた。

　森の中に二人は落下し、そのあとに角刈りの筋肉男が続いた。




　　　　６




　小樽とライム、そして筋肉男の死闘は終わった──

　戦いが終わっていったいどのくらいの時間が経たっただろう。

「あっ！」

　傷つき倒れている小樽とライムを見つけた人物があった。

　ひょろりと背の高い、眼鏡めがねの男だ。まだ若いが、どこか気が弱そうにも見える。西安の人間たちが好んで着る、いわゆるチャイナ服を着ていた。

「鳳フアン々フアン、この子を！」

　男が振り返って叫ぶと、一体のマリオネットが駆かけてきた。

　チャイナドレスを着た、かわいらしい西安製のマリオネットだ。

　鳳々と呼ばれたマリオネットは小樽とライムの手をとり、なにごとか測はかり始めた。




　キュィィィン……キュン……




「楊ヤン様、男の子はかすかに生命反応があります。マリオネットのほうも反応がありますが、動力に伝達しないようです」

「鳳々、うちに運んでくれ」

「はい」

　鳳々は小樽とライムを軽々とかつぎ上げると、楊と呼ばれた男とともに来た道を戻っていった。

　彼らが去った後、その場所には小樽の血の染み以外なにもなかった。

　そう、あの角刈りの謎なぞの筋肉男の遺体すらも──
















第二章　ライムの悩み、小樽の悩み













　　　　１




　ボーッと光が飛び込んでくる。

（…………）

　明るい、というそのかすかな感かん覚かくだけが頭の中を覆おおっている。

　が、やがて光はゆっくりとある像ぞうを形作った。

（……女の子……？）

　意い識しきが徐じよ々じよに甦よみがえってくる。

「ライム……」

　声が出た。

　光の中の女の子がライムに見えたのだ。

（オレは……小お樽たる……）

　自じ覚かくするまではもう少し時間がかかった。

　が、自覚してしまえば意識はどんどんはっきりしてくる。

　ズキッ……




「うっ……」

　意識がはっきりしたのと同時に痛いたみが全身を駆け抜ぬけた。




　ズキン……ズキッ……




「うう……」

　痛みが小樽の意識を完全に覚かく醒せいさせる。

　目を開けたとき、目の前にはマリオネットがいた。チャイナドレスを着たマリオネットだ。

　彼女は無表情に小樽の様よう子すをうかがっていたのだ。

「ライム……？」

　ぼけた意識の中で、小樽には彼女がライムに見えていた。

「……違う」

　やがて、それがライムでないことに気づくと、小樽はようやく状況を認にん識しきし始めた。

　自分があの恐おそるべき筋肉男に襲おそわれたこと。そして、かろうじて生きていること──

「ここは……？」

　天国でないことだけは確かだった。

　小樽は起き上がろうとした。

　小樽はベッドに寝かされていた。服は着ておらず、胸きよう部ぶから腹ふく部ぶにかけて丁てい寧ねいに包ほう帯たいが巻かれていた。




　ズキッ……ズキッ……




　痛みがさらに小樽を襲う。

「ううう……」

　完全に起き上がることはできず、小樽はそのままベッドに座すわり込んでしまった。

「まだ寝ていたほうがいいですよ」

　男の声が聞こえたのはそのときだ。

「え……？」

　ひょろりと背の高い、眼鏡めがねをかけた男が立っていた。
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「おめえさんは……？」

「私は楊明ヤンミンと申もうします」

「ヤン・ミン……？　西安シーアンの人かい？」

「そうです。医者を生業なりわいとしてます」

「オレは間ま宮みや小樽……ジャポネスから来たんだ。そうか、オレはあんたらに助けられたってわけか！　ありがとう！　礼を言うぜ！」

「いえ……それより、いったいなにが……」

　楊がそう言いかけたときだった。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　突とつ然ぜん、小樽が天てん井じようが吹ふっ飛とぶかと思われるほどの大声を出す。




　ズキン……ズキン……




「いててて……」

　あまりの声の大きさに傷が痛んだほどだ。

「ど、どうしました？」

「ライムは!?　オレのライムはどうなった？」

「ライム……？　あのマリオネットのことですか？」

「ああ」

「彼女でしたら向むこうの部へ屋やに……」

　それを聞くと小樽は飛び起きた。




　ズキン……ズキン……




「いちち……」

　またも傷が痛むがそんなこと構かまってはいられない。

「ライム！」

　楊の家──というよりも小屋といったほうがぴったり来るそこには、入口からすぐの小樽が寝ていた部屋とその奥の部屋しかない。

　小樽は奥の部屋のほうにあたふたと駆け込んでいった。

「ライム！」

　部屋に入ると目の前に小さなベッドがあり、そこにライムが寝かされていた。

　目は閉じていて反応はない。

「ライム！　ライム！」

　服は破やぶれたままだが、胸にあいていた穴はきれいに修しゆう繕ぜんされていた。

「ライム！」

　必ひつ死しになってライムの横で叫ぶ小樽の姿を楊は不ふ思し議ぎそうに見つめていた。

「…………」

　そこには好意のようなものがある。

「あの……小樽さん、彼女は……」

　楊が遠えん慮りよがちに声をかけたときだ。

「う、ううん……」

　ライムの口からわずかに声がもれた。

「ライムッ！」

　小樽の目からドーッと喜よろこびの涙なみだがあふれ出る。

「あ、小樽……!?」

　ライムが完全に目を開き、小樽の名を呼んだとき、小樽の顔は完全にクシャクシャになっていた。

「……ライムぅ……グシュ……」

　嬉うれしさのあまり、涙から鼻水まで流しまくる小樽を見て、ライムは微笑ほほえんだ。

「小樽、心配かけてごめんね……。ボク、生きてるよ。大だい丈じよう夫ぶだから」

「ライムぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　小樽はライムを抱だきしめると、オンオン泣き出していた。

　泣きじゃくる小樽をライムもそっと腕うでを回して抱きしめた。

　いつもとまったく逆の光景──

　だが、ライムはその母ぼ性せいあふれる行こう為いをだれに教えられたでもなく、自し然ぜんとやったのだ。

（小樽……）

　〝母性〟──そう、ライムの心にまた一つ新たな感かん覚かくが生まれた。

「ああ……」

　部屋の入口のところで、楊が感動の声をあげていた。

　表情一つ変えず一連の出で来き事ごとを見つめていたのは楊のマリオネット──鳳フアン々フアンだけであった。

「ライムぅ」

　小樽が顔を上げた。

　あいかわらず涙と鼻はな水みずでグシャグシャの顔をしていたが、ライムには最高に素す敵てきな顔に見えた。

「小樽ぅぅっ！」

　さらに愛いとおしくなり、ライムは思わず小樽を抱きしめる手に力を込めた。




　ギュッ！




　が──




　ズキン！　ズキン！　ズキィィィン！




「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　激痛が走り、小樽が気を失うしなった。

　どうやら力を込めすぎたようだ。

「小樽！　小樽！」

　このあたり、まだライムはライムであった。




　　　　２




　繁しげみの中で、チェリーは息を潜ひそめてじっとあたりの様よう子すをうかがっていた。

　いや、この表現は少し間ま違ちがっているかもしれない。マリオネットであるチェリーは息をしない。いっさいの音を絶たち、体表面からの放ほう熱ねつも完全に押さえたという意味だ。

　このとき、チェリーの身体からだはほとんどの活動を止めていた。人間でいえば仮か死し状態になったわけだ。動いているのは思し考こう回かい路ろとセンサーだけ。

（角かく刈がりの筋きん肉にく悪魔……恐ろしい相手だわ……）

　角刈りの筋肉悪魔──チェリーの表現としてはいささかかわいげにかけるが、ともかく、敵の恐ろしさをそして、その戦闘能力を把は握あくしたのは間違いない。

　筋肉男と戦闘が開始されてまだ二、三分しか経たっていなかった。

（あたしを追ってきた敵の数は一体……あのとき感知した敵の数は六体……みんなを追っていったってことね。……マスターが心配だわ）

　チェリーはすぐにでも飛び出して、小樽のもとに駆かけつけたかったが、このまま敵を小樽のもとに引き連れていってしまうことを考えて、やめた。

　まずはこいつを倒さなければ──というわけだ。

（…………）

　チェリーのセンサーが反応する。

　位置は──

（上!?……しまった！）




　ザザザザザザッ！




　褐色の塊が、チェリーの頭ず上じようの木の枝から飛び出した。敵はいっさいの気け配はいを感じさせず、いつの間にかそこまで移動していたのだ。

「クッ！」

　チェリーの体内の回路が一気に駆く動どうする。




　ドゴッ！




　間かん髪はつ、チェリーは筋肉男の伸びてきた足の攻撃を避よけた。

　こちらのセンサーも伊だ達てではない。チェリーは筋肉男の体皮の伸しん縮しゆく性せいを一いつ瞬しゆんにして見抜いていたのだ。そこから連れん想そうされる攻撃法。普通の人間では考えられない攻撃──すなわち、手足を含めた皮ひ膚ふの一部が異い様ように伸びる！

「なんてヤツ！」

　予想はしていたが、そのグロテスクさにチェリーは思わず顔をしかめた。

　さらに続けざま筋肉男の身体からだから触しよく手しゆが伸びてくる。




　ドシュツ！　ドゴォォォッ！




「もうっ！」

　これも一応は計算のうちだ。

　しかし、それをかわすためには、チェリーの全運動機能を全開にしなければならなかった。筋肉男の運動性はおそろしくいい。

（人間……じゃないことは確かよね。でもマリオネット……？）

　男性型のセイバー──そう考えるのが妥だ当とうだが、チェリーはなにか釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。

（ともかく態たい勢せいを立て直さなきゃ！）




　ダッ！




　チェリーは大きく跳ちよう躍やくした。

　同時に髪かみのかんざしを周しゆう囲いに投げる。




　ガサッ！　ガサッ！　ガサッ！




　三さん方ぽうの繁みで物音がして、続いて沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「…………」

　またしてもチェリーは繁みの中で〝息を潜める〟。

　一つの疑問がチェリーの中にはあった。

（なぜさっきあいつはあたしの位置がわかったの？）

　聴ちよう覚かくセンサー、視し覚センサー、熱ねつ探たん知ちセンサー……そのようなもので発見されるはずはなかった。考えられる一つには嗅きゆう覚センサーがある。それで、チェリーは自分のニオイのするかんざしを囮おとりに使ったのだ。

　だが──




　ザザァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




「きゃっ！」

　五メートルほどに伸びた筋肉男の腕が鋭い刃と化して、チェリーの隠かくれていた繁みを凪なぎ払はらった。

　着物の袖そでがちぎれ飛ぶが、被ひ害がいはそれだけだ。

　チェリーは走り出していた。

（あたしの位置が知れたのはセンサーじゃない。気配……五感の上、第六感……でも、そんなものがマリオネットに!?）

　チェリーの横に筋肉男も走り込んでくる。

　その姿を見て、チェリーは叫んでいた。

「まさか、人間!?」




　ドシュッ！　ドシュッ！




「クッ！」

　併へい走そうしながら、筋肉男の皮膚は次々と触手となってチェリーを襲う。

　それを避けながらの全力疾走。チェリーも必ひつ死しだ。

「こんなところでやられてたまるもんですか！」

　チェリーと筋肉男はそのまま道に飛び出した。




　ちょうど大量の荷物をかつぎあと一歩で坂道を登り終えようとする花はな形がたがそこにいた。

「ふぃ～ふぃ～ふぃ～……小樽クン、どこ行っちゃったんだろう？　うん!?」

　その花形を挟はさむようにチェリーと筋肉男は飛び出してきたのだ。




　ザシュッ！




「はらっ？」

　チェリーを狙った筋肉男の触手に足を取られて、花形が転ころがった。

「あれ～～～～～～～～っ！」

　チェリーと筋肉男はそのまま反対側の森に飛び込んでいくが、花形は惨みじめだった。そのまま、またも坂道の下まで転がり落ちたのだ。

　もっとも、チェリーも筋肉男も花形はまったく視界に入っていなかったが。

　死し闘とうは続く──




　　　　３




〈ミュヒハウゼン男だん爵しやく、マスケルたちの調ちよう子しはどうかね〉

　通信モニターの向こうで、サングラスのスキンヘッドがニヤニヤ顔で言う。

　ゲルマニア科学相のドクター・ヘスである。

「大だい丈じよう夫ぶであります！」

　モニターの前に直ちよく立りつ不ふ動どうで立っている壮そう年ねんの紳しん士しが甲かん高だかい声で叫んだ。

　いや、紳士という表現が適てき切せつかというと、それはいささか首を傾かしげざるを得ない。

　ボサボサ頭に鷲わし鼻ばなで、鼻の下のヒゲは両端がクルンとカールしている。

　着ているものはゲルマニアの将校服だが、勲くん章しようやら宝ほう石せきやらがやたらとぶら下がっていて、実に趣しゆ味みが悪い。

　男爵というのが彼に与えられた爵位であった。軍人としては階かい級きゆう章しようを見る限り准じゆん将しようの地位を持つ。

　ミュヒハウゼン男爵、五〇歳。

　男爵はモニターに映うつっているヘスに対して、さらに言葉を続けた。

「ただし、一号は大破し、自動回収機能によって回収されたであります」

〈ほう……〉

「最後に収しゆう録ろくされた映像では、目標のライムを破は壊かい、さらには同行していた間宮小樽を殺害した模も様ようであります」

〈ふむ……それが本当ならば総そう統とう閣かつ下かはお喜びになるだろう。本当ならばな〉

「本当かどうかはわからないであります」

〈……ミュヒハウゼン男爵、キミは正しよう直じきでよろしい〉

「はっ！　それが我わが輩はい……いえいえ、小官の取とり柄えでして」

〈ならばさっさと確認することだ〉

　その言葉を最後に通信は切れた。

　ヘスの顔から笑みが消えることはなかったが、最後の言葉はかなりきつい調子になっていた。

　無理もない……。

「はっ！」

　ヘスすらも不快にさせた男は、消えたモニターに向かって律りち儀ぎに敬けい礼れいしていた。

「ヘス科学相閣下にはすっかりほめられてしまったな」

　男爵は敬礼を終えると上じよう機き嫌げんでつぶやいた。

「我が輩の正直さを持ち上げるとは、科学相閣下はさすがに見る目がおありになる」

　物事を自分に都つ合ごうよく解かい釈しやくすることで、プラス思し考こうに精せい神しんを誘ゆう導どうすることが人間にはある。

　男爵はそれを常に自然とやれる希き少しような性格の持ち主だった。

　他の人間はかなりの確かく率りつで不快に感じるが。

「科学相閣下のご期き待たいに応えるためにも、我が輩がしなければいけないことは……確認だ！」

　男爵は振り向いた。

　男爵のいる場所は簡かん易いの軍用テントで、さまざまな機き材ざいが並べてある。

　振り向いた男爵の先には特に九つのカプセルがあった。

　大人おとながすっぽり入ってしまう大きさのカプセルだ。カプセルの上には『１』から『９』までナンバーがふってある。

『２』から『６』までは空からであった。

『１』には男が入っていたが、それは首がない。

　そう、それはあのライムが倒した筋肉質の男だった。

「使えるマスケルは三体か……」

　男爵は『７』から『９』までのカプセルをじっと見つめていたが、やおらポンッと手を打って叫んだ。

「おおっ、我が輩の灰色の脳細胞が言っておる！　三体すべて出動させるのがこの場合正しいのだ！」

　男爵は『７』から『９』までのカプセルのスイッチを押した。




　ガコンッ……




　三体のカプセルが開くと同時に、中からそれぞれ男が立ち上がった。

　裸はだかの上半身には弾はじけんばかりの筋肉がついている。

「行くのだ、マスケル７号、８号、９号よ！　倒すべき相手は間宮小樽とライムである！」

「間宮小樽……ライム……コ・ロ・ス」

　男爵の声にマスケルと呼ばれた男たちはゆっくりと歩き出した。

「ふはははははははははははははははっ！　偉い大だいなるゲルマニアに栄えい光こうあれっ！」

　叫ぶ男爵の前で、マスケルたちは次々と森の中に消えていった。
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　ザザザザザザザザザザザッ！




　ティーゲルはひたすら森の中を走っていた。

「ちいっ！」

　走りながらでも気が抜けない。少しでも油ゆ断だんすれば……こうだ！




　ドシュッ！　ドシュッ！　ドシュッ！




「クッ！」

　飛んできた触手をティーゲルは巧たくみに避よけた。

　姿は見えないが、マスケルの一体がティーゲルに併走していたのだ。

（どうする……!?）

　ティーゲルは迷まよっていた。

　思い切って接近し、一気に決着を着けるか──

　だが、相手の実力はまだまだ未み知ち数すう。ヘタに仕し掛かけて思わぬ火傷やけどを負おうこともある──

　これがパンターかブラッドベリーだったら迷いなく自みずから仕掛けていっただろう。ティーゲルの冷静な判断力は仕掛けることの危険性を強く指し摘てきしていた。

　しかし、だからといっていつまでも逃げ回っているわけにもいかない。

（小樽のこと……気になる）

　こんなときでも他ひ人とのことが気になる。

　ティーゲルの中にもあの感情が生まれていた。それはライムよりもかなり早かったのかもしれない。ティーゲル本人すらまだ認にん識しきしきっていない感情──それは〝母性〟だ。

　そして、ライムの母性に対して、ティーゲルの母性はより成せい熟じゆくしていた。

（小樽……ライム……それにみんな……無ぶ事じか？）

　もちろん小樽のことが一番気になる。けれど、その他のメンバーの動向もティーゲルには気になっていた。仲なか間ま意い識しき──ティーゲルにとってはそれもまた限りなく母性に近かった。

　もっとも、その母性はあくまで仲間に対してだけだ。

　今、ティーゲルに併走している相手はもちろんその母性を受けられる資し格かくはない。と同じく、その相手もいつまでもティーゲルが母性的な想おもいを馳はせることを由よしとはしないらしかった。




　ドシュゥゥッ！




　飛んできた触手がティーゲルの鼻はな面づらをかすめて、近くの木の幹みきを粉ふん砕さいした。

「まったく、大した威い力りよくだな」

　どこか他ひ人と事ごとのようにティーゲルはつぶやいた。

　ティーゲルの目が、木々の間をすり抜けていく褐かつ色しよくの肌はだを捉とらえていた。

（やつか……）

　相手の姿を確認しても、ティーゲルは積せつ極きよく的てきな行動に出なかった。

　いや、むしろ相手の姿を確認し、それが自分のデータベースにないものだと認識したとき、ティーゲルは積極的な行動を自ら戒いましめたのだ。

（今は待ちだ）

　母性から来る逸はやる気持ちを抑おさえつけ、ティーゲルは確実に相手を倒すことに全神経を傾かたむけた。

　ひたすら相手の隙すきをうかがう──




　ザッ！




　ティーゲルが跳ちよう躍やくした。

　褐色の肉体も同じく跳躍する。

　空中で褐色の肉体から触手が伸びる。




　ドシュッ！




　難なんなくティーゲルはそれをかわし、両者は重じゆう力りよくの意い図とするまま、落下した。




　無数に積つまれた荷物が山道を登のぼっていく。花形だ。

「ひぃぃぃぃ～～～～～……」

　長い悲鳴をあげながらも足は一歩一歩進んでいく。坂の上まであと少しだ。

　花形を突き動かしているもの、それは愛だ。

「小樽クン！　待っててくれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　頂ちよう上じようまでたどり着き、小樽を抱きしめることだけを夢見て、花形はまた一歩を踏み出した。

　そのときだ！




　ザッ！




「にえぇぇぇっ!?」

　花形の眼がん前ぜんにいきなりティーゲルの顔が出現する。

　というよりも、ちょうど跳躍したティーゲルが着地した場所が花形の眼前だったというだけだが。

　もちろんティーゲルにとってこのことはなんの問題も起こさない。それどころではないのだ。

　がしかし、いきなりの出現は花形にとっては大問題だった。

　突然のことに驚おどろいて、大きくバランスを崩くずす。

「のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロッ！




　哀あわれ、花形はまたしても坂の下まで転がって行ってしまったのだった。
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「小樽、あ～ん」

「あ、ああ……あ～ん」

　小樽の開けた口に、ライムがいそいそとおかゆを入れる。

　結局、あのあと小樽は丸一日気き絶ぜつしていた。

　が、それがよかったのだろう。

　起きたときにはなんとかおかゆを食べられるくらいまで回かい復ふくしていた。

　医者である楊の所には看かん護ご婦ふの制服もあった。ライムはなぜかそれを着て、小樽の看護に当たっていた。

　やはり看病は看護婦スタイルである。

　小樽のほうもそのスタイルに満まん更ざらでもないという表情をしている。デレデレした表情で、小樽はおかゆを飲み込んでいた。

「小樽、あ～ん」

「あ～ん」

　二口め。

　至し福ふくといってしまえばその通りだが、人間至福を感じたとき、反動のように心しん配ぱい事ごとも思い出すものである。

　小樽もまた、思い出したように言った。

「みんなは大丈夫かな……」

　チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター、ついでに花形──全員の行方ゆくえはようとして知れなかった。

　楊に聞いてもわからないという。

　小樽とは対たい照しよう的てきに、ライムはぜんぜん気にしていないようだった。

「大丈夫、大丈夫！」

「こら、ライム、そんないいかげんな……」

「だって、みんな強いんだもん！　負けないよ、絶対！」

「……ライム」

　ライムは全員の強さを信じているのだ。

「そうだな……」

　小樽もわずかに微笑ほほえんでうなずいた。

　今は信じるしかないのだ。

（ライムは仲間のことを信じてる……オレだって！）

「それより小樽、あ～ん」

「わかった、わかった……あ～ん！……ん？」

　ふと小樽は気づいた。

　甲か斐い甲が斐いしいライムの看病を、楊が少し離れた所からじっと見ていることに。

「…………」

　楊の表情はどこかうらやましそうに見える。

　そしてもう一つ、寂さびしさがにじみ出ていた。

　小樽が楊をじっと見つめていると、楊のほうがそれに気づいて気き恥はずかしそうに戸口から外に出ていった。

「なんだ……？」

　考えてみれば不思議な人物だった。

　ライムが見てきた話では、ここはまだ険けわしい山の中でまわりにはだれもいないという。

　楊はここにあのマリオネットの鳳々と二人だけで暮くらしていた。

　小樽の傷の手当てを見ても、医者としての腕前はかなりのものだ。また、ライムを修理したことからもわかるように、マリオネット医師としての心こころ得えもあるようだった。

　これだけの技術を持っていれば西安にいてなに不ふ自じ由ゆうなく暮らせるはずだ。

　それなのに彼はまるで世よ捨すて人びとのように人目を避けてここにいるのだ。

　いったいなぜ？

「失礼します」

　ちょうど鳳々がシーツを手に入ってくる。シーツ交こう換かんの時間だ。

「鳳々」

　小樽は鳳々に声をかけた。

「はい、なんでしょう？」

「キミのご主人様はなんでこんな山の中にいるんだい？」

　言ってから小樽は気づいた。マリオネットには主人の秘密を守る保ほ守しゆ機き能のうがあるのだ。そうした質問には絶対に答えない。

　ところが鳳々からは思わぬ返事が戻ってきた。

「訂てい正せいさせていただきます。楊様はごマ主ス人タ様ーではありませんわ」

「へっ？」

「楊様がここにいらっしゃるのは私との〝駆かけ落おち〟だとおっしゃっていました」

「か、駆け落ち!?」

　マリオネットと駆け落ち──常じよう識しきでは考えられないことだ。普通の人間なら一いつ笑しようにふすのみだろう。

　が、小樽は瞬しゆん時じに理解した。

　ときどき見せる楊の表情の意味も。

　彼は小樽と同じ感覚の人間なのだ。

「小樽、〝駆け落ち〟ってなに？」

　ライムが興きよう味み津しん々しんの表情で小樽の顔をのぞき込んだ。

「あ、え～と……なんて言やいいんだ。愛する二人が手に手をとって遠くへ逃げること……ん～、なんか違うような……」

「愛する二人が遠くへ逃げること!?　じゃあ、ボクと小樽も〝駆け落ち〟だ！　駆け落ち、駆け落ち！」

「バカ、違う！」

　そのとき、ふと小樽は思った。

　駆け落ちの意味を普通のマリオネットは理解しているのか？

「鳳々、キミは駆け落ちがどういうことかわかっているのかい？」

　鳳々はニッコリと笑顔で答えた。

「それがなにを意味するのか、私には理解不能です」

「…………」

　鳳々の笑えみを見て、楊の表情にあった寂しさの原因が、小樽にはなんとなくわかったような気がした。

「駆け落ち、駆け落ち！」

　ライムはまだ騒さわいでいる。

「おい、ライム」

「なに？　もっと駆け落ちすんの？」

「そうじゃなくて……ちょっと楊さんの様子を見てきてくれ」

「ふにゃ？　なんだか知らないけど、小樽が言うなら行ってくるね！」

　ライムが外に駆け出していく。

「心配だぜ……楊……」

　その言葉を聞いて、鳳々がニッコリ笑って言った。

「心配はいりません。楊様は、今日も体たい温おん、脈みやく拍はく、血けつ圧あつ、血けつ糖とう値ち、すべてが標準値を保たもっております」

「…………」

　鳳々の応えに、小樽は心配顔をますます強くした。
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　ルクスもまたマスケルとの死闘に突入していた。




　ザッ！




　マスケルの手が巨大な鉈なたとなって真横からルクスに迫ってくる。

「はっ！」

　それを見み極きわめ、素す早ばやく後退しようとしたルクスだったが、鉈はルクスに向かう途と中ちゆうにいきなり槍やりの穂ほ先さきに変わった。

「えっ!?」

　マスケルは左腕を鉈と化してルクスに向けていた。左から右の動きだ。

　ところがその左から右の動きの中で、ほとんど慣かん性せいを無む視しするかのように槍が反対方向、つまり右から左の動きで放たれたのだ。




　ドヒュッ！




「クッ！」

　槍はルクスの腹をまともに貫つらぬいていた。

　マリオネットであるルクスに痛みはない。が、その直接的な打撃以上に、予よ測そく不ふ能のうなマスケルの動きのほうがルクスにとって衝しよう撃げきだった。

「こんな……はっ!?」

　ルクスを貫いた触手はまだ動きを止めていない。

　突き抜けた触手はルクスの背で大きく網あみ状に広がった。そのままルクスを捕とらえようとする動きだ。

「いけないっ！」

　ルクスは自分の腹を貫いている触手をつかむ。

「!?」

　だが、引きちぎることはしなかった。さわってその弾だん力りよくを感じたとき、ルクスはそれが不可能であることを知ったのだ。

　代かわりに行ったことは、これまた常人には予想外の行動だった。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　なんとルクスは自分から背後に出現した触手の網に飛び込んだのだ。

　網はまだ完全には広がりきっておらず、ルクスは身体の一部を網に委ゆだねたまま、さらに背はい後ごへと駆けていく。




　グイッ！




　マスケルからおよそ一〇〇メートル離れたとき、急に触手に張りが現れた。

（ここが限界……！）

　ルクスはこの危機に、マスケルの触手の伸縮率を測はかっていたのだ。

　猛もう然ぜんとマスケルが走ってくる。

　が、それよりも早く、張りが現れ堅かたくなった触手を持つ手に、ルクスは力を込めていた。




　バシュッ！




　見事触手を引きちぎる。

　そのまま大きく跳ちよう躍やくし、ルクスは背後に飛んだ。

　逃にがさぬとばかりに、触手が数本ルクスに迫せまってくる。




　ドシュッ！　ドシュッ！　ドシュッ！




　腹の傷はルクスの運動性を低下させなかった。

　なんとか触手から逃のがれると、ルクスは背後を見た。

　森はそこで切れていて、ルクスの背のすぐ後ろには切り立った崖がけがある。

　ルクスは服から小さいドングリ型のカプセルをいくつか取り出すと、素早く崖に投げつけた。

　ドングリ型の先端が崖にめり込むのと、マスケルが新たな触手を放ったのはほぼ同時だった。




　ドシュッ！　ザシュッ！




　今度もなんとかルクスはよけた。

　触手はすべて崖にめり込む。

　そのめり込んだ触手をルクスはつかむと、力任まかせに引っ張った。

　マスケルの身体がバランスを崩くずしてルクスの方に引き寄せられる。が、マスケルもすぐにそれを新たな攻撃の機き会かいと考えたようだ。




　ザシュン！




　マスケルの全身がまるでハリネズミのように突とつ起きに覆おおわれた。そのままルクスに体当たりしようというのだ。

　だがそれは、まさにルクスにとって願ったりの行動だった。

「今！」




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！

　ドガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　凄すさまじい爆ばく音おんとともに崖が一気に崩れた。

　あのドングリ型のカプセルは小型の爆ばく弾だんであった。ルクスの声に反応し爆発する一種の音おん叉さ爆弾だ。

　崩れ落ちる岩がん盤ばんと土ど砂しやの中にルクスとマスケルの姿は消えた──




　死闘の行われた崖の上は山道になっている。

　決着の着く直前、そこを歩いていく人物があった。小山のような荷に物もつをかついだその人物とは、だれあろう花形美み剣つるぎだ。

「こっちの道を通れば……ヒイヒイ……大丈夫さ……ヒイヒイ……ボクって頭いいっ！」

　度たび重かさなる登とう頂ちよう失敗に、コースを変えるという手で対たい処しよしようとしたのだ。一応、脳のう味み噌そはあるようだ。

　そんなときだった。

「ん!?」

　わずかに地鳴りが聞こえてきた、次の瞬間──




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　ズゴォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




「のわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　花形の足あし許もとの地面がいきなり大きくひび割れる。

　あるところは裂さけ、あるところは隆りゆう起きし、道は一瞬にして寸すん断だんされた。




　ガラガラガラガラガラガラ……




「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　崖は崩れ、荷物とともに花形の姿は崖下に消えたのだった。合がつ掌しよう。

「まだ生きてるわいっ……」

　崩れ落ちた土砂の隙間からそんな声が聞こえた。しぶとい。
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　楊は小こ屋やの裏うら手てにいた。

　小さな川がある。

　大小無数の石があり、水がそこを縫ぬうように流れていく。流れは所ところ々どころ小さな滝たきのようになっていて、そこでは水が元気な音を響ひびかせていた。




　バシャバシャバシャ……




　楊はじっとその流れが石にぶつかっているさまを見つめていた。

「…………」

　楊はライムのことを考えていた。

　楊にしてみれば、ライムは不ふ思し議ぎなマリオネットだった。

　泣き、笑い、やさしさを持つマリオネット──

　感情を持つマリオネット──

　それは楊の理想のマリオネットだった。

（鳳々もライムみたいだったら……）

　フッと楊の顔に寂しさがよぎる。

　楊が声をかけられたのはそんなときだった。

「なにしてるの？」

　振り向くと立っていたのはライムだ。




　ドキッ……




　ライムの顔を見たとき、楊の心臓はなぜか高たか鳴なった。

「ねえ、なにしてるの？」

　ライムは楊の横に座すわり込む。

「いや、別に……」

　隣となりに座ったライムの顔を楊は見ようとはしなかった。どこか気き恥はずかしく照てれくさく、まともに見ることができなかったのだ。
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　もちろん、ライムはそんな楊の気持ちに気づくわけもない。

「小樽がね、楊さんのこと見て来いって言うんだよ。小樽、楊さんが元気ないのが心配なんだって」

「…………」

「ねえ、楊さんと鳳々は駆け落ちしたんでしょ？」

「えっ!?」

　楊が驚いてライムのほうを見た。

　ライムは邪気のない顔で楊の顔をのぞき込んでいる。

「鳳々が言ってたよ。ねえ、なんで、なんで？」

「……駆け落ちした理由かい？」

「うん」

「…………」

　今度は楊はじっとライムの顔を見つめ続けた。

　さっきのように感情が高まることはない。

　逆に冷静になる自分を感じていた。

　そして、もう一つ想いがわき起こっていた。

　この娘ならわかってくれるかもしれない──

　普通の人間に言ったら笑われることを楊は口にした。

「ボクは鳳々のことが好きなんだ」

「へえ！」

「おかしいだろ。人間のボクがマリオネットのことを好きになってしまうなんて」

「そんなことないよ！　小樽だってそうだもん！　小樽はボクたちのことが好きだよ！　そいでもって、ボクも小樽のことがチョー好きィ！」

「…………」

　ライムの心底うれしそうな顔を見て、楊は心の奥で一つのわだかまりが消えていくような気がしていた。

　人間のくせに機械のマリオネットが好きになってしまった──という引け目だ。

　ライムを見ていると、そんなことはあたりまえの行為だ、と思えるのだ。

　だが、もう一つの引け目が楊にはあった。

　楊はまるで懺ざん悔げするかのように悲ひ痛つうな表情でライムに話し始めた。

「……ボクは友とも達だちのマリオネットである鳳々のことが好きになってしまったんだ。友達に頼たのんだんだけど、鳳々を譲ゆずってはもらえなかった。だからボクは鳳々を奪うばって逃げたんだ」

「へえ、かっこいい」

「かっこよくないさ。マリオネットは本来登録した主人の命令しか聞かないようにプログラミングされている。そのプログラムの一部を無む理り矢や理り書き換かえて、鳳々はボクの世話をしてくれるようになった。でも、やっぱりボクのものじゃないんだ」

「……？」

「ボクは無理矢理鳳々に好きになってもらおうとしたのさ。鳳々のプログラムを書き換えてまでも！……でも、そんなものは愛じゃない！」

「……？」

「ボクは卑ひ怯きよう者ものさ」

「でも、それだけ鳳々のことが好きだったんでしょ」

「えっ……？」

「そんなにまで愛されているなんて、鳳々は幸しあわせだね！」

　ライムがニッコリ笑った。

〈鳳々は幸せ──〉

　ライムはお世せ辞じでいったわけでも、楊をなぐさめようと思って気を使ったわけでもない。

　素す直なおに鳳々のことをうらやましがったのだ。

（鳳々は幸せ……？　鳳々が……）

　ライムの笑みは楊の中のいろいろな凝こり固かたまったものを溶かしていく。負い目引け目といったものがどんどん消えていく。

　ライムの言葉が楊の頭の中で何度も何度も響きわたる。

〈鳳々は幸せ──〉

　しかし、その高こう揚ようした気持ちは突とつ如じよ大きな壁かべに叩たたきつけられた。鳳々のことを思い、夢む想そうの世界に浸ひたったとき、必ずぶつかる壁に──

　わずかに浮かび上がろうとした笑みは消え、楊はまたしても暗い表情に戻ってつぶやくように言った。

「だけどだめさ……所しよ詮せん、人間とマリオネットは結ばれないもの……」

「ええっ!?」

　ライムが突然大きな声をあげた。

「ライム……？」

　先ほどまでの笑みはどこへやら、いきなり泣きそうな表情になっている。

「人間とマリオネットは結ばれない？　そんなわけないよ！」

「えっ？　あ、いや、だけど……」

「ボクは小樽と結ばれるんだい！　絶対に絶対に結ばれるんだい！」

　ライムの目からブワッと大粒の涙があふれ出してきた。

「だ、だけど……人間の相手は人間じゃないと……」

「そんなのやだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムは猛もう然ぜんと泣きながら駆け出した。

　それほど悲しく衝撃的な言葉だったのだ。




『人間とマリオネットは結ばれない。人間の相手は人間じゃないと』




「ウソだい！　ウソだい！　ウソだい！」

　ライムは叫びながら森の中に走っていった。

「ライム……」

　呆ぼう然ぜんと見送りながら、楊はさらなる驚きを味わっていた。

　ライムは本気で小樽のことが好きなんだ。人間と結ばれると信じていたんだ──と。
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「パンター、あっち行け！　おまえ、邪じや魔まなんだよ！」

「うるせーっ！　おまえこそ向こうに行け！　うろちょろされると目め障ざわりだ！」




　ガシィィィィィィィィン！　ガシュッ！




　ブラッドベリーとパンターはそれぞれマスケルの攻撃を受け流しながら怒ど鳴なった。

　ブラッドベリー、パンターの前にマスケルが一体ずつ相対している。が、ブラッドベリーとパンターの意い識しきはマスケルよりもお互たがいに向けられていた。

「どけっ！」

「おまえこそ！」




　ガシュッ！　ガシッ！




「邪魔なんだよ、男女！」

「黙だまれ、ブスッ！」




　ガシュッ！　ガシュッ！　ガキィィィィィィィン！




「あんた、鏡かがみ見たことがあるかい!?」

「てめえこそ溶よう接せつ工場で顔の造作を直してきな！」




　ガシィィン！　ガシュゥゥン！




　ブラッドベリーとパンターはお互いを罵ののしり合いながら、それでいて確実にマスケルの攻こう撃げきを防ふせいでいた。マスケルの触手攻撃を完全に読んでいるのだ。

　それだけじゃない。

「おらっ、どけよ！」

「うるせえ！　オレが先だ！」

「あたしだよ！」

　ブラッドベリーとパンターが一気に前に出た。二人はマスケルに攻撃を仕掛けようとしていた。

　両者はほとんど肩がすり合うほどの距離で走っていく。




　バシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン！




　マスケルたちの触手が放はなたれる。

　ちょうどそのとき──




　ガンッ！




「うわっ！」

　ブラッドベリーに足を引っかけられて、パンターが倒れかかった。そのままパンターはただ倒れず、ブラッドベリーの腕をつかむ。

「なにするんだい!?」

　勢いきおいに引っ張られ、パンターとともにブラッドベリーも地面にキスする状態となった。




　シュン……




　二人が倒れたその上を数本の触手が通り過ぎていく。

　なんという偶ぐう然ぜん。なんという幸こう運うん。

　ただ、その幸運を両者が自じ覚かくすることはなかった。

「バカパンター！」

「ブスブラッドベリー！」

　叫び合いながらも、両者は地を蹴けっていた。




　ガシィィィィィィィィィィィィン！　ドゴォッ！




　ブラッドベリーとパンターの鋭い蹴りがマスケルに決まる。マスケルはもんどり打って、地面に倒れ込んだ。

　いがみ合いプレーの勝利。

　しかし、それは二体のマスケルの怒いかりに火をつけたようだ。

「コ・ロ・ス……」




　ズボッ！




　一体のマスケルが地面に両腕をめり込ませた。そのまま凄まじい勢いで回転し、瞬またたく間まにマスケルの姿は地面の中に消える。

「あんっ？」

「なにっ!?」




　ザシュッ！　ズガッ！　ズシュッ！




　いきなり地面のあちこちから、ブラッドベリーとパンターめがけて触手が飛び出してくる。実に正確だ。

「ちいっ！」

「はっ！」

　それをよけてブラッドベリーとパンターはジャンプした。

　だが、そこに待ちかまえていたのはもう一体のマスケルだった。




　ズシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！　ザシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




「クッ！」

「野郎ッ！」

　マスケルのもう一体はブラッドベリーたちとほぼ同時にジャンプして、空中の二人を触手で狙ねらったのだ。

　必死にそれをよけて、着地すると、今度は地面の中から狙い撃うちだ。




　ザシュッ！　ガシュッ！




「クゥゥゥゥッ！」

「クソ野郎！」

　空中と地中、見み事ごとな連れん係けい攻撃──

　ブラッドベリーたちはさすがにケンカする間もない。

　二人にできたことはひたすらよけることだけだった。

　さて、こういう状況のとき、必ず現れる不運な人物がいる。

　そう、我らが花形美剣だ。

　花形はあいもかわらず多数の荷物を背負って山道を登っていた。執しゆう念ねん、執念、まさに執念の鬼おに──

「小樽クン……小樽クン……小樽クン……小樽クン……」

　うわごとのようにその名前をつぶやき続けている。

　鬼と言うよりは牡ぼ丹たん灯どう籠ろうの幽ゆう霊れいといったほうがいいかもしれない。

　が、執念が実ったか、頂上はまさに目前であった。

「小樽クゥン！」

　頂上に花形が小樽の幻まぼろしを見たのかどうかは知らないが、花形は走り出した。

　そのときだ。




　ザッシュッ！




「ぎえっ？」




　花形の身体がいきなり動かなくなった。

　なんと背の荷物が地面から突き出た触手で突き抜かれ、その場に釘付けになっていたのだ。

「ふんぬ！　むがっ！　ふぬっ！」

　花形は必死に力を込めて前へ進もうとする。

　その前を走りすぎたのがブラッドベリーとパンターだ。

「どけ！」

「邪魔だ！」

　二人の姿が花形の前から消えたとき、触手もそれを追って地面に戻った。

「のわっ!?」

　いきなり、背中が軽くなり、花形は一気に前につんのめる。

「と、と、と、と、と……」

　必死にバランスを取ろうとして、身体を思い切って後ろに逸らすが、それが命取りだった。

「どわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　坂道を転がっていく花形の姿がまたもあった。本気で不運なヤツ……。
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　地面と空中の攻撃をなおもブラッドベリーとパンターはよけ続けていた。

　なんとか反撃に移りたいが、相手がそれを許してくれないのだ。しかし、このままではいずれはやられる。

　そう思った矢先だった。




　ドシュッ！　ズシュッ！




「うわぁぁぁぁっ！」

「くそぉぉぉぉっ！」

　ついに空中のマスケルの触手がブラッドベリーの左腕を、地中のマスケルの触手がパンターの右太ふと股ももを貫いた。

「クッ……」

　二人のセイバーマリオネットの動きが止まる。




　ザシャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！




　そこをめがけて、空中と地中から無数の触手が放たれたのだった。

　ブラッドベリーとパンター、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい！

　そして──
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「ええっ、ライムが!?」

　愕がく然ぜんと小樽が叫んだ。

「すまない……ボクが余よ計けいなことを言ったみたいで……」

　小樽のベッドの前には頭を下げた楊がいる。楊が慌あわてて小樽のもとにやってきて、ライムが飛び出していってしまったことを告げたのだ。ついでに事の発ほつ端たんも。

「ライム……」

　小樽はしばらくの間、呆然となっていた。

　小樽にとっても楊の言葉は考えさせられるものだった。

　人間とマリオネットは結ばれない──

「そんなことはないぜ！　ライム、そんなことはないんだ……」

　そう叫びたかった小樽だったが、頭の中でいろいろな想いがグルグル回り、その言葉が口から出るのをためらわせる。

（本当にそうか？）

　もう一人の小樽が、小樽の頭の中に出現していた。




（なんのためにおまえは女を復活させようと考えたんだ？）

（世界のため！　このテラツーのすべての男のためだ）

（本当にそれだけか？　個人的な想いはなかったのか？）

（えっ？）

（ライムに本物の女になってもらいたいと思わなかったか？）

（それは……）

（思っただろ！　ライムやチェリーやブラッドベリーやティーゲルやルクスやパンターに本物の女になってもらいたいと思っただろ！）

（だから、それは……）

（思ったはずだ、おまえは！）

　もう一人の小樽に指し摘てきされ、小樽は呆然と虚こ空くうの中に立ちつくしていた。そのとき、小樽の頭の中を占しめていたのは肉の感触だ。

　肉感──そう、女性に対する憧あこがれの、それはもう一つ部分。今までは決して表に出なかった隠された憧れ。

（小樽、正直になろうぜ！　そう思ったことは決して恥はじじゃない！）

（…………）

（世界のため……とか、そんな大義名分なんかクソくらえだ！　ライムたちに人間になってもらいたいという正直な小樽自身の愛だって必要だ！）

（オレは……）

（いや、愛だけじゃねえ！　それは欲よく望ぼうだ！）

　一瞬、小樽の頭の中でライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターが裸になった。

　どうしようもなく身体が熱くなる。

　肉への憧れ。生身の女への憧れ。そして、欲望──

（オレは……）

（正直になれ！　おまえ、抱きたいだろ！　あいつらを！　人間の女となったあいつらを！）

　背はい徳とく的な想いが小樽の中に生まれる。

　欲望と愛はイコールじゃない。けれど、愛が生まれ、欲望が生まれる。愛に欲望はつきまとい、小樽はその意味ではあまりにも男過ぎた。

　テラツーの男ではない。

　人間の、生なま身みの男という意味だ。

　男は女を求め、愛を求め、身体を求める。そして、それは言ってみれば生物の子し孫そん繁はん栄えいの欲求でもある。

（オレは……）

　しかし、一方ではそんな想いを拒きよ否ひしようとする小樽がある。あくまで清せい廉れんたれというわけだ。

　小樽の中にライムたちへの愛を、いや人間の女への愛をその位置で収おさめようとする真しん摯しな想いがあったのも事実なのだ。

（オレは……）

　二つの想いはぶつかり合い、融ゆう合ごうしようとし、そしてまた反発する。

　混こん沌とんが小樽の頭の中で渦うず巻まく。

（正直になれ、小樽！）

（うるさい！）

（小樽！）

（わかんねえ！　わかんねえんだよ、オレは！）




「うがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽はいつの間にか叫んでいた。

「小樽さん？」

　啞あ然ぜんと楊が小樽を見た。

　小樽は大きく肩で息をしていた。

（今、オレは……）

　二つの想いはまだ小樽の頭の中で反発し合い渦巻いている。

　自分同士の問もん答どうの結けつ論ろんは出ていない。

『女性復活』ということが、それがライムたちを人間にするということに結びつくかどうかもわからない。

　だが、小樽はそれより前に気づいたのだ。

　今、やらなければならないことに！

　それは──ライムに会うこと。




　ズキン……




「うっ……」

　ベッドから立ち上がった小樽の身体にまたも痛みが走る。

「小樽さん！」

「ライムはどっちに行ったんでぇい!?」

　痛みに耐たえながら、小樽は叫んだ。
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「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　ライムは猛もう然ぜんと森の中を走っていた。




　ドカッ！　バキィィィッ！　ドゴォォォッ！




　進路上にある木をすべてなぎ倒して走っていく。

　凄まじいパワーはすべて悲しみのためだった。




「今度こそ！　今度こそだ！」

　執しゆう念ねんが彼の身体を覆っていた。

　目には不ふ屈くつの闘とう志しがあふれている。

　青い炎ほのおを燃もえ上がらせ、坂道を一歩一歩あがるその人物とは──

「小樽クゥ～ン、待っててねえ！　キミへの愛がボクの身体を動かすんだぁぁぁぁっ！」

　そう、花形美剣だった。

　土砂に埋うもれても不ふ死し鳥ちようのごとく甦よみがえっていた。ある種、怪物である。

　そして、執念は今やまさに成じよう就じゆしようとしていた。

　最初の目標であった山の上まであと一歩。そこにもはや小樽の姿がないという事実は今の花形にとってはさしたる問題ではない。それに悩なやむのはこの後あとだ。

　まずは最初の目的の成就──そして、これが花形にとって小樽との愛を貫いたことになるのだ。花形流ナルシズムの完成のとき。

「小樽クン！」

　花形が記念すべき足を振り下ろそうとした。




　ドガァァァァァァァァァッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　ライムが泣きながらその場を通り過ぎた。花形を吹き飛ばして。

「なんでこうなるのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　花形の姿はまたしても坂の下に消えた。いと哀あわれ。




「うぇっ……うぇぇぇん……」

　涙が次から次へとあふれてきて止まらない。

　ライムは無性に悲しかったのだ。

　機械の身体である自分が。

「ボク……ボク……」

　今まで考えてもみなかったことが小樽との間で広い川となって現れていた。

　向こう岸がまるで見えない深く広い川。

　その川を渡りきる唯ゆい一いつの方法は──

「ボク……人間になりたい……」

　ライムははっきりとそう思った。

　人間になればすべての障しよう害がいは消える。小樽と結ばれる──

「ボク、人間になるんだ！」

　瞬間の決意。ライムは立ち止まって叫んだ。

　そのときだった。




　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！




「うわぁぁぁっ！」

　鋭いなにかが飛んできて、とっさにライムは飛んでよけた。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォッ！




　例の触手が三本！

　それは地面に大穴を作っていた。

「だれ？」

　触手の飛んできたほうをライムは見た。

「ふほほほほほほほほほほほほほほほほっ！　よくぞよけた！」

　甲高い笑い声が響く。

　ゲルマニアの軍服を着た、鷲わし鼻ばなの怪人物──ミュヒハウゼン男だん爵しやくがそちらの方向に立っていた。

「あ、ゲルマニア！」

「そのとおり！　我が輩はいこそはゲルマニア最高の軍人、ミュヒハウゼン男爵だ！」

「ミシ……ミヒ……ミシハムゼン……ミュヒハム……いてて、舌した嚙かんだ」

「ミュヒハウゼン男爵だ！　我が輩は名前を間違えられるのが大だい嫌きらいなのだ！」

　男爵はフンと鼻を鳴らして叫んだ。

「間宮小樽のセイバーマリオネット、ライムよ！　おまえはヘス科学相閣かつ下かから言われた実験により死ぬことになるのだよ！」

「へっ？」

「我がゲルマニアの新兵器！　マスケル・シリーズの力を受けてみよ！」
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　男爵の言葉と同時に、男爵の後ろに三人の影が降り立った。

　いずれも見事な筋肉を誇ほこる男たち──マスケルだ。

「おまえたちは……！」

　ライムはその男たちにこの山に来て最初に襲いかかってきた男と同じニオイを感じていた。

「行け、マスケル７号、８号、９号！」

　男爵の声に男たちの肩の筋肉がグニョッと膨ふくれ上がる。




　ヒュォォォォォォォォォォォン！




　それが鋭するどい触しよく手しゆとなってライムに襲おそいかかってくる。

「うわっ！」

　ライムは大きく飛び跳はねてそれをかわした。




　ドゴッ！　ドガァァッ！　ドシュゥゥッ！




　大地をえぐり、木々を倒し、岩を砕くだき、触手はライムを追う。

「小樽ぅぅぅぅぅぅっ！」

　森の中にライムの悲痛な声が響き渡った。
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　ヒュン！　ドガッ！　ドゴォォォォッ！




　マスケルの攻こう撃げきは続く。

　すでにマスケルの身体からだは人間の体ていをなしていない。

　肩かた、腕うで、胸むね、太ふと股もも──すべての筋きん肉にくが鋭するどい触しよく手しゆとなって飛び出し、ライムを襲おそっているのだ。

　マスケルは一歩も動かずにその攻撃を繰くり出していた。

「わっ！　きゃん！」

　ライムはひたすら逃げるだけだ。




　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！




　触手はグルグルと円を描えがきながらライムを襲う。

「うわぁぁぁぁぁぁん！」

　普通のマリオネットには絶対にない、恐きよう怖ふという感情がライムの中に生まれていた。

「小お樽たる……小樽……怖こわいよォ～！」

　ライムは恐怖のあまり泣いていた。

　マリオネットに痛みはない。たとえ触手によって身体を貫つらぬかれたとしても、痛いということはないのだ。ライムの恐怖心は痛みに対する恐怖心ではない。自みずからがそれによって機き能のうを停てい止ししてしまう恐怖心。存そん在ざいそのものがなくなってしまうことに対して恐怖心を抱いていた。乙女おとめ回かい路ろを持つマリオネットのそれは本能。

　そしてもう一つ、愛する者と二度と会えないという恐怖──

「小樽ぅ！……わっ！」

　触手の一本がライムの脇わき腹ばらをかすめ、ライムはバランスを崩くずして地に転ころがった。

　そのライムを見て、ミュヒハウゼン男だん爵しやくはヒゲを撫なでながら、高らかに笑った。

「わっははははははははははっ！　泣け！　叫さけべ！　わめけ！　怯おびえた表情が我わが輩はいの心をくすぐるのだ！　う～む、噂うわさには聞いていたが、乙女回路というものの、なんと甘かん美びなことよ！　デリィシャ～ァス！」

　が、男爵の目が、次の瞬しゆん間かん、見み開ひらかれる。

「いっ!?」

　なんと、ライムが男爵めがけて走ってくるのだ。

　間かん断だんのない触手の攻撃を引き連れて。

「ダダダダダダダダダダダダダァァッ！」




　ドシュッ！　ドゴッ！　ドシュッ！




「ち、ちょっと待て！」

　慌あわててよけようとするが、ライムはしつこく男爵のあとを追いかけていく。




　ドシュッ！　ドォォォォォォォォン！




　男爵の身近にもマスケルの触手が飛とび交かい始めた。

「うわ～、やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　男爵の声にマスケルの攻撃も鈍にぶり出す。

「来るな！　こっちへ来るんじゃない！　あっち行け！」

「やだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　先ほどまでの緊きん迫ぱくした事じ態たいから打って変わってまぬけな戦せん況きようが出現していた。

　追いかけっこをする男爵とライム。そのまわりで躊ちゆう躇ちよしながらぬるい攻撃を続けるマスケル──

　ただ当事者たちはきわめて真ま面じ目めだった。

「来るなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「小樽、助けてぇ！」

　小樽が来たからこの事態がどうにかなるわけではないように思われる。それでもライムにとって助けを求めるのは小樽しかいないのだ。
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　楊ヤンと鳳フアン々フアンの肩を借かりながら、小樽はライムが走り去ったという方向に向かっていた。

「ライム、待ってろよ……」

　こういうとき、自分の身体が自由に動かないのは腹はら立だたしいものだ。

　小樽は焦あせる気持ちを必ひつ死しに押さえつけていた。

　でないと、我われながらどんな無む茶ちやな行動に出てしまうか知れたものではない。

「ライム……ライム……」

「…………」

　小樽はうわごとのようにライムの言こと葉ばを繰り返しつぶやく。その焦った表情を楊がじっと見つめていた。

「小樽さん」

　不ふ意いに楊が口を開いた。

「小樽さんはなぜ、ライムさんのことをそこまで？」

「バカッ！　オレはライムのことが好きなんだ！　あたりまえだろ！」

　ライムのことが好き──

　楊の身体に電気が走ったような感かん覚かくがある。

　焦る気持ちが小樽の口く調ちようをいささか乱らん暴ぼうなものにしていたが、そんなことは楊には少しも気にならなかった。

　はっきり堂どう々どうとマリオネットのことを好きだと口にできる行こう為いの前にはいかなることも気にならない。

　楊は小樽の言動と態度に感動していた。

（素す晴ばらしい……それに比くらべてボクは……）

　楊は鳳々の顔を見た。

　鳳々はいつもと変わらぬ笑え顔がおだ。だが、どうにもその笑顔が楊には心こころ苦ぐるしかった。

　鳳々に対して、どうにもすまない気持ちでいっぱいになったのだ。

　駆かけ落おちした後、楊がこの山間に居きよを構かまえたのは、もちろん元の鳳々の持ち主から逃のがれるためでもあったが、もう一つはマリオネットを好きだということに対し、後ろめたさがあった。

　普通にただ駆け落ちしたなら、他の都市に逃げればいい。

　が、それをしなかったのは、マリオネットを好きということに対して、世せ間けんの目が怖かったのだ。

　ところが小樽は違う。

　マリオネットを、ライムを好きなことを堂々と口にし、むしろ誇ほこりに思っているようだ。

　楊は自分の矮わい小しような想おもいが無む性しように恥はずかしかった。

「小樽さんはマリオネットのことを……」

　小樽がさらに叫んだ。

「マリオネットとかそんなこと関係ねえ！　オレはあいつのことを本物の女だと思ってる！」

（本物の女……）

　その言葉は楊の脳のう裏りに巨大な花火となって広がった。

（女……）

　楊は忘れていたのだ。

　マリオネットが姿のみを伝える、その伝説の失われた性別のことを。

（女……）

　楊はもう一度鳳々のほうを見た。

　笑顔の鳳々の横顔が目に飛び込んでくる。




　ドキッ……




　女という認にん識しきで改あらためて鳳々を見ると、楊の心の中に新たな感動が広がった。

（マリオネット……女の子……鳳々はマリオネットじゃない……。ボクは鳳々という名の女の子を好きになったんだ）

　楊の心の中で、今までのわだかまりのようなものがゆっくりと解け始めていた。

　皮ひ肉にくなものだ。

　楊をわだかまりから解放した「本物の女」という言葉はまったく反対の意味で、発した小樽自身を追い詰めていた。

　小樽の頭の中で、まだ「ライム」と「女の子」が遊ゆう離りしたり、融ゆう合ごうしたりしているのだ。

（オレはライムに人間の女になってもらいたいのか、どうなのか……）

　ライムのことが好きになった。乙女回路を持つ、人間の女と寸すん分ぶん変わらないライムのことがすきになった。だから、ライムには人間の女の子になってもらいたい──

　この命めい題だいを今の小樽はどうしても肯こう定ていできなかった。

（オレは……ライムが好きなんだよな。マリオネットとか、人間の女とか関係なく、ライムのことが……）

　だが、無む意い識しきのうちに小樽の心の奥はにじみ出る。




『オレはライムのことを本物の女だと思っている！』




　小樽がたった今、自分で発した言葉だ。

　これを聞けば、どう考えても本物の女と同じだからライムのことが好きと聞こえてしまう。

（オレは……オレは……偽ぎ善ぜん者しやなのか……）

　いったい、現在のライムたち、乙女回路のついたマリオネットと人間の女とどこが違うというのか。

　例たとえば性的なものなど、いくらでもカバーできる。現にそれが目的で作られたマリオネットもある。

（違ちがう……違う……そんなことじゃない！）

　人間の女──それは小樽の中であまりにも神しん聖せいなものになってしまっていた。

　マリオネットへの憧あこがれ、ライムたちと出会えた喜び──それらはすべてその神聖な女への憧れから来ているのだ。

　だからこそ小樽は悩なやむのだ。

　現実の愛に満足するか。あくまで己おのれの理想を貫くか。

（わかんねえ……わかんねえ……わかんねえんだよ！）

　小樽は思わずグッと唇くちびるを嚙かみしめた。

　強く嚙みすぎてどこか切れたのか、わずかに血の味が伝わってくる。

（こういうもんがライムの中に流れていて欲しいのか、オレは……）

　ブルブルッと小樽は大きく首を振った。

「わかんねえけど、今は言えるぜ！　オレはライムのためなら命を捨てたって惜おしくない！」

　小樽の想いは口から叫びとなってほとばしり出る。

　それほど小樽はもやもやした想いでいっぱいだった。そして、興こう奮ふんしていた。

　突然の叫びに、楊は驚おどろいて立ち止まる。

　鳳々も動きを止めた。

「マリオネットのために命を捨てられるって」

「ああ、そうだ！」

　楊は頭が真まっ白しろになるほどの衝しよう撃げきを受けていた。

（ボクは鳳々のことが……好きだ。そして、鳳々のために……命を捨てられる!?）

　マリオネットは修理可能だ。機械だからだ。

　が、しかし、今の二人にはそんなことは関係なかった。

「…………」

「…………」

　二人はにらむように見つめ合っていた。

　反発していたわけではない。

　小樽は己を律りつするため、楊は高揚した想いが爆ばく発はつしそうで、ついそういう表情になってしまったのだ。

　二人の沈ちん黙もくを破やぶったのは鳳々だった。

「楊様、前方一キロのところになにか反応が」

「えっ!?」

　我に返って、耳を澄すますとなにか争うような音が聞こえてくる。

「ライム！」

　小樽は思わず走り出そうとした。

　だが──




　ズキッ！




「うっ……！」

　激痛が走り、小樽はその場に転がった。
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　マスケルとチェリーの戦いは一方的だった。




　ヒュン！




「きゃあっ！」

　攻めるのがいつもマスケルで、逃げ回るのがチェリー──もともとチェリーの戦闘能力は他の乙女回路付きのセイバーマリオネットと比べて高くない。その分、情じよう報ほう処しよ理り能のう力りよくが高くなっているのは周しゆう知ちの通りだ。

　従って、いざ単純な力と力のぶつかり合いとなるとどうしても不利は否いなめなかった。

　だがもちろん、チェリーは勝利をあきらめたわけではない。

　一発の逆転──チェリーはそれを狙ねらっていた。

（どこかにあるはずよ。あいつの弱点が！）

　戦い続けながらチェリーのセンサーはマスケルの動きを寸分漏もらさず分析していた。

　その結果わかったことの一つに、マスケルの〝人間臭さ〟がある。それは乙女回路を持つチェリーたちに極きわめて近いものだった。

（乙女回路のような特とく殊しゆな回路を持つマリオネット……もしくは……）

　伸しん縮しゆく性せいに優すぐれた素材を使ったマリオネットということも考えられた。乙女回路に対抗するなにかの回路を付けられた。だが、それではさっきまでの戦いの中で見せた〝第六感〟のようなものの説明がつかない。

（あいまいな予よ測そくをサポートするにしても、あれは……。あれはときどき人間が見せるまったく予測不可能な行動に近い……いえ、そのもの）

　導みちびき得た結論。それは──

（あいつは人間！　改かい造ぞう人間よ！）

　となれば、そのあたりに活かつ路ろを見いだすしか方法はなかった。マスケルが人間であるからこその弱点。

（乙女回路を持っているけど……やっぱりあたしは……。でも、あいつは違う！　人間ならではのなにか……それが思いつけば！　あいつとあたしの差がわかれば、それを勝利に結びつけることができるわ！）

　いつの間にかチェリーとマスケルは切り立った断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのところまで来ていた。

「!?」

　その一角にまるで爆発したような跡あとがある。土ど砂しやが溜たまっているのだ。

（これって……？）

「コ・ロ・ス……」

　マスケルがチェリーとの間合いを詰めるべくいきなり迫せまってきた。背後は絶壁。逃げ場は左右か上。マスケルの触手が十分フォローできる範はん囲いだ。

「しまった！」

　マスケルはこの場所にチェリーを追いつめることを狙っていたのだ。よく考えてみれば、触手攻撃は一方向だけが甘かったことが思い当たる。




　ヒュォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　チェリーを突き刺すべく、触手が一気に伸びた。

（上!?　下!?　左!?　右!?　だめっ、どこも逃げられない！）

　チェリーは腰をかがめ、衝撃に対する姿勢をとった。逃げられないのなら、被ひ害がいはなるべく少なく……というわけだ。

　そのときだ。




　ガゴォォォォォォォォン！




「！」

　いきなりチェリーの眼前で崩れていた岩が吹き飛んだ。

　チェリーに迫っていた触手がその岩にぶつかって、大きくコースを逸それる。というよりも、触手のほうが思わず反応して岩から方向を変えたのだ。

（今のは……？）

　そのマスケルの行為をチェリーは見逃さなかった。

「チェリーさん、ご無事ですか？」

　岩の下から声を出したのは──

「ルクス！」

　岩と岩が重なり合った隙すき間まにルクスの上半身が見える。下半身は岩に埋うまっていた。

「どうしたのよ、いったい？」

「チェリーさんも苦労している筋肉男と戦ってこのザマですわ」

　よく見れば、ルクスの少し先の岩の間から筋肉質な足首が見えている。マスケルのものだった。

「岩を吹き飛ばして下した敷じきにしたのはよかったんですけど、少し計算を間違えまして、自分は無事なはずが腰から下が土砂に埋まってしまいました」

「あなたでも失敗があるのね」

「そういうわけですのでこれ以上お手伝いできませんが、がんばってください。あいつは強敵ですわ」

「わかってるって！」

　ルクスとの会話の間中、チェリーはマスケルの攻撃をかわすのに忙いそがしかった。だが表情は明るい。ようやく対マスケルの戦法を考えついたのだ。

「やっぱあいつは人間ね！　だったら……！」

　逃げながらチェリーは小石をいくつか手にしていた。

　これが今回の必ひつ殺さつ技わざのタネとなる。

「はっ！」

　チェリーが小石を真ま上うえに投げた。

　小石はあっという間に見えなくなる。それと同時にチェリーの動きがちょこまかと早くなった。

「こっち、こっち！」

　マスケルがチェリーを追って動く。

（今！）

　まるで無む防ぼう備びにチェリーが動きを止めた。

　躊ちゆう躇ちよなく、マスケルはチェリーめがけて触手を放っていく。

　そこへ──




　ヒュゥ……




　マスケルの身体が動いた。

　自らも予期せぬ動き──

　視界に上空から落ちてきた小石が入っていた。

　わずかな動きだが、それでもチェリーに放った触手が狙いを外すには十分な要素だ。

「隙あり！」

　触手をかいくぐり、チェリーの身体はマスケルの眼前にあった。

　チェリーの掌しよう底ていがマスケルをとらえ、残っていたすべてのエネルギーをつぎ込んだ電撃波（チェリーの掌には電撃発生装置がある）が直撃する──はずだった。

（えっ!?）

　ただ一つの誤ご算さんはマスケルの回避運動がチェリーの予測を超えてゆっくりだったことだ。わざと身体の真ん中を打ち抜かせようとしているのだ。

　どうやらマスケルは勝しよう利りをあきらめ、チェリーごと電撃を全身に受けようという魂こん胆たんらしかった。それが証しよう拠こに背はい後ごの触手はちょうどチェリーを包み込むように網あみの形になっている。

（いけない！　このままじゃ……！）




　ヒュン！




　が、次の瞬間、マスケルの眼前に飛んできた小石にマスケルの身体が勝かつ手てに反応していた。

　よけたため、ちょうどチェリーの掌てのひらの前にマスケルの左肩の付け根が出現する。

「ここっ！」




　ズヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァッ！




　掌底は左肩の付け根を直ちよく撃げきする。

　電撃はマスケルの全身を駆かけ巡めぐり、負ふ荷かに耐えきれず左肩の付け根は吹き飛んでいた。

　触手に囲かこまれる寸前、吹き飛んでできた左の隙間からチェリーは脱出していた。




　バヒュゥン……ボゥン……




　電撃によって全身焼けこげになったマスケルの身体がゆっくりと大地に倒れた。

「ふぅ……」

　チェリーもまたその場に座すわり込んでいた。




　バシュゥゥゥゥゥ……




　オーバーヒート気ぎ味みに肩から蒸じよう気きを吹き出す。

「今のは……」

　振り向くと、チェリーの位置からルクスの姿が見てとれた。

「小石を投げてくれたのね」

「チェリーさんがなにをやるかわかったので……。人間の反はん射しや運動ですね」

　人は刺し激げきに対して無意識のうちに規則的に特定の筋肉などが動いてしまう。これを反射運動という。マリオネットにはない、人間の生理的なもの。

　ルクスが放はなった土砂に対してのマスケルの反応はまさにこの反射運動だったのだ。

　それを知ったチェリーは小石を使ってマスケルにわざとこの反射運動を起こさせた。そしてどうしても欲しかった逆転の一手のための隙を作り出したのだ。

「ありがとう」

　素す直なおにそう言うと、チェリーはのろのろと起き上がった。

「エネルギー切れ直前……わずかに残しておかれたのですね」

「あんたを掘ほり出さなきゃいけないでしょ」

「えっ……？」

　チェリーはルクスの横にたどりつくと、ゆっくりと土砂をどかし始めた。

「チェリーさん……」

「悪いけど、ちゃんとあたしをマスターのもとに連れて行ってよ。これが終わったら動けなくなっちゃうから」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ルクスが微笑ほほえむと、チェリーも反応してわずかに微笑んだ。
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　ザシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




　触手が全身を貫く。

　触手に貫かれたマリオネットはその場で動きを停止した。

「お、おまえ！」

　ハリネズミのような全身になったケンカ相手をブラッドベリーは愕がく然ぜんと見つめた。

「けっ……」

　驚いたことにパンターは笑っていた。

「これは貸しだぜ！」

「パンター……」

「オレのほうは足の動力をやられちまったんだよ！　どっちかが楯たてにならなきゃ仕し方かたねえからな」

　全身を触手で貫かれながらも平気で話している姿は、グロテスクを通り越して、むしろ滑こつ稽けいなほどだった。

　マリオネットには痛みはない。そして、パンターは乙女回路と頭部のセンサーに対する動力伝達の経路だけは障しよう害がいなく残しているようだった。彼女は自ら弾に当たりにいったのだ。そして見事に当たる箇か所しよを自分で選んだ……。

「でやっ！」




　パシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




　パンターの右目のアイパッチが吹き飛び、右目の眼球から強力な負ふ荷かをかけられた電子の塊かたまりが飛び出した。

　荷か電でん粒りゆう子し砲ほう──パンターの最後の必殺武器だ。




　バシュゥン！




　それは上空のマスケルの眉み間けんを見事に貫いた。

「これで一体！　あとはおまえの分だぜ！」

「めんどくさいほう残しやがって！」

　憎まれ口を叩たたきながらも、ブラッドベリーの顔は真剣だった。

　なんとしてももう一体はあたしの手でやってやる──

（地中……どこだ？）

　すでにパンターの身体から地中のマスケルの触手は抜けていた。そのまま触手は地中に戻っていってしまう。

（出てこなきゃこっちからいぶり出してやるっ！）

　ブラッドベリーが右の拳こぶしを握にぎりしめる。

　左腕はマスケルの触手に動力伝達のファイバーを切られ、ぶらんと垂たれ下がったままだ。

　が、今からブラッドベリーがやろうとしていることは右腕だけあれば十分だった。

（あの野郎があたしの場所がわかるのは……振動だ！）

　いきなりブラッドベリーが足あし許もとの地面を拳で叩いた。




　ドカッ！　ドゴッ！




　そのままガンガンと地面を叩き続ける。地震とも思えるよう振動があたりに響ひびいた。

（来る！）

　そう思った瞬間、ブラッドベリーは大地を蹴けっていた。




　ドシュッ！　ドシュッ！　ドゴォッ！




　案あんの定じよう、ブラッドベリーが寸前までいた場所に触手が飛び出してくる。

「てめえの位置はもうわかってんだよ！」

　空中で勢いきおいをつけて、ブラッドベリーはある一点めがけて頭から突っ込んだ。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォン！

　ドヒュッ！




　ブラッドベリーが手にしていたもの。それは自ら引きちぎった左腕だ。

　その左腕が杭くいのように地面に突き刺さっていた。そこは激突の衝撃で開けた巨大な穴の底だった。そして、左腕が突き刺さった場所のそばにはマスケルのアゴや耳が露ろ出しゆつしていた。

　ブラッドベリーの一撃は見み事ごとにマスケルの顔を突き刺していた。

「ふん」

　ブラッドベリーが腕を引き抜いた。

　服を破いて器き用ように腕を二の腕と結びつける。

「不ぶ格かつ好こうだけど、ま、こんなもんか」

　ブラッドベリーはそのまま穴から出て、パンターのもとに歩いていった。




　パンターは刺されたときと同じ格かつ好こうのまま固まっていた。

「やったか」

「ああ」

「どうやってあいつの位置を知った？」

「触しよく診しんだよ、触診。あちこち地面を叩いたら、別の場所と違ったんだ」

　アクティブ・ソナーの原理だった。拳によって起こした振動波の反応をブラッドベリーはちゃんと知ち覚かくしていたのだ。

「スイカかよ、まったく」

　ちなみにここテラツーにもスイカはあった。最初の移民船が持ち込んだ野菜果物類は数多く伝えられている。

「さてと……」

「わっ!?」

　いきなりパンターはブラッドベリーに抱え上げられた。そのままブラッドベリーはパンターを背負う。

「な、なにしやがる!?」

「うるせーな！　動けない野郎は黙だまってな！」

「おい、降ろせ！」

「黙ってろ！　小樽のもとに連れてってやらねえぞ！」

「…………」

　ブラッドベリーが歩き出すが、パンターはしばらくの間なにも言わなかった。大人おとなしくブラッドベリーの背に揺ゆられていた。

「……ありがとな」

　不意にブラッドベリーがつぶやくように言った。

「なんだよ!?」

「はん……楯になってくれたことに対してだよ」

「ふん……おまえのためじゃねえよ！　小樽のためだ！　さっさと敵を片づけて、小樽のもとにいきたかったのさ」

「…………」

　またしても沈黙が二人の間に訪おとずれた。

「…………」

「…………」

　どちらもなにも言わない。こういうときですら素直になることを照てれる二人だった。一緒にいて、一緒に戦っている間にいつの間にか二人の間に何かが生まれていた。その感情が極めて素晴らしいものであることを二人は意識的に無視していた。

　それは……友情。

「あのな……」

「え、え～と……」

　二人からようやく出た声はまったく同時だった。そのタイミングが二人の間に高まった素直になるきっかけを完全に壊こわしてしまっていた。
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「けっ、ブスの背に揺られてブスがうつっちまったどうしてくれるんだ！」

「それはこっちのセリフだぜ！　後で手を洗わなきゃ」

　いつもの二人の会話。

　ただ一つ違うのは、二人の顔に浮かんでいたのは怒りの表情ではなくて、やさしい微笑みだった。




　　　　５




　ライムは追い詰められていた。

　確かにミュヒハウゼン男爵のあとを追っかけていくというのはナイスなアイデアだったが、さすがにいつまでも使えるものではない。

「ええい、来るなと言うに！」

「やだっ！」

　男爵とライムはいつの間にか切り立った断崖を歩いていた。

　かなりの高さの絶ぜつ壁ぺきで、遥はるか下に川がチョロチョロと髪かみの毛の太さくらいに見える。

　落ちればもちろんただでは済すまない。




　ヒュン！　ドゴッ！　ヒュン！




　マスケルたちの攻撃が始まると、振動ですぐに足を踏ふみ外はずしそうだった。

「こ、こらっ！　我が輩に当てるでないぞ！」

　男爵の言葉が飛び、マスケルたちが攻撃をやめる。

　そうすると今度はライムが一気に男爵に近づくのだ。

「待て、待てぇっ！」

「こ、こらっ！　このマリオネットを破は壊かいせい！」




　ヒュン！　ドゴッ！　ドシュッ！




「きゃん！」

　ライムは攻撃が始まると、かわすほうに専せん念ねんするため、男爵に真まっ直すぐに近づけなくなる。

　それでもそれた触手が男爵の間近に落ちることもある。




　ヒュン！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　こ、こらっ！　攻撃をやめんか！」

　結局、さっきからこれの繰り返しだった。

「う、ううむ……このままではいかん！　こうなったら、思わぬ行動をとるしかない！　マリオネットでは、決して予測不可能な！」

　男爵はぴたりとその場に止まって考え出した。

　が、止まった場所が悪かった。

　なんとほとんど絶壁ギリギリ。足が半分はみ出しているところだ。

「いっ!?」

　下に気づいて、男爵は呆ぼう然ぜんとなった。風が下から男爵の顔にかかる。




　ヒュォォォォォォォォォォォ……




「う、うっそぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　高さにクラッと来たとき、身体もまた同じように反応した。




　グラッ……




「あ、あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　そのまま男爵の身体が傾かたむく。




　ヒュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……




　風の中、男爵は腕を回して必死にバランスを取ろうとした。

「えい」

　そこをすかさず、ライムが指でちょんと突っついた。




　ガラ……




「ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　手足をバタつかせながら、男爵の身体はそのまま崖下へと落下していく。




「た、助けろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」




　シュタッ！　シュォッ！　ザッ！




　落下する男爵を追って、三体のマスケルもまた崖下へと飛び降りた。

「ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　男爵の姿とマスケルの姿は視界の外に消えた。

「あれれ……？」

　敵が勝手にいなくなってしまい、ライムはぽかんとあたりを見回した。

「なんか勝っちゃった」

　そこへ──

「ライムゥゥゥゥゥゥゥッ！」

　小樽の声が響いてくる。

「あ、小樽！」

　ライムが振り向くと、小樽が立っていた。

　両脇には楊と鳳々がいたが、ライムの目には小樽の姿しか映うつっていなかった。

「小樽！」

「ライム！」

　ふたりは抱き合った。

　抱き合うふたりの目からは涙が流れていた。

「小樽！　小樽！　小樽！」

「ライム！　ライム！　ライム！」

　ふたりの抱ほう擁ようを楊は感動的な瞳ひとみで、鳳々はなんの反応もなく見つめていた。

（ああ、美しい……）

　その抱擁シーンは楊には今まで見たどんな光景よりも素晴らしいものに見えた。

（マリオネットが涙を流している……ああ……素晴らしい……そして美しい……）

　ふと楊は思った。

　鳳々は自分のために涙を流してくれるだろうか──

　楊は鳳々を振り返った。

「どうされましたか、楊様？」

　鳳々がいつもと変わらない様子で聞いてくる。

　笑顔だ。

　楊の心をいつもなごませるあの笑顔。

　だが、一瞬、楊には鳳々の顔が感情もなにもない能のう面めんに見えた。

「ああ……」

　楊は思わず後ずさった。

　楊はどうしようもない恐怖に怯えていた。

　鳳々が自分のことをどう思っているのか──

　鳳々は自分のために泣いてくれるのか──

　否定的な答えばかりが浮かぶ。もっとも恐れ、もっとも聞きたくない答えばかりが頭の中で響きわたっていた。

「鳳々……ボクは……」

　楊はもう一度小樽とライムを見た。

「小樽ぅ！」

「ライム……」

　そこには信頼し合う男と女の姿があった。伝説でしか知らないそれは男女の抱擁。けれど、楊には愛し合う者の自然な姿にしか見えなかった。

（鳳々はマリオネットだ……でも、ボクはやっぱり彼女を愛している……）

　楊が鳳々のほうをまた振り返った。

　鳳々は静かに笑っている。

　楊はもう怖がらなかった。

「鳳々……キミはボクのこと好きかい？」

　どうしても聞いておきたかった質問だった。

　今まで、怖くてその問いを発したことがない。

　けれど、もう逃げてはダメだ──

　どんな答えが出ようと、楊は逃げないつもりだった。

　愛は求めるものでもあるけれど、与えるものでもあるのだから──

「楊様、私は……」

　鳳々がなにごとか答えようとしたときだ。




　シュォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




「！」

　楊の目には、鳳々の背後から飛んでくる触手が見えた。

　そのまま行けばそれは確実に鳳々を貫く。

　無意識のうちに楊の身体は動いていた。

「危ない、鳳々！」

　楊が鳳々を突き飛ばした。

　ちょうど鳳々が元いた位置に楊が──

　触手はそのまま真っ直ぐ飛んでくる。




　ドシュッ！




「ああ……」

　楊の胸をまともに触手が貫いていた。

「楊！」

「楊さん！」

　事態に気づき、ライムと小樽が愕がく然ぜんと叫んだ。

　楊はゆっくりと地面に倒れ込む。




　ドサッ……




　そのとき、楊の頭の中で、自分の気持ちが言葉になって響いていた。




『鳳々のためなら命を捨てたって惜おしくない！』




　　　　６




「ふほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほっ！　いつの間にか客人が増えておるではないか！」

　甲かん高だかい声が響く。

　ミュヒハウゼン男爵の声だ。

　男爵は生きていたのだ。

　一体のマスケルが男爵の身体を抱きかかえてゆっくりと登ってくる。

　楊を貫いた触手はそのマスケルの肩から伸びていた。

「ふほほほほほほほほほほほほほほほほっ！　我が輩はゲルマニアの大英雄、ミュヒハウゼン男爵である！　諸君ら、拍はく手しゆ、拍手！……ん？」

　いい気になってポーズをとっていた男爵だが、反応のなさに前を見て、啞あ然ぜんとなった。

　あたりまえのことだが、だれも男爵のほうを見ていなかった。

　小樽とライムは倒れた楊を取り囲んでいる。

　鳳々は事態が把は握あくしきれず、立ち尽つくしていた。

「楊！　楊！　しっかりしやがれ！」

「楊さん！」

「うう……小樽さん……ボクは……」

「楊！」

　男爵などにかまっている場合ではないのだ。

　が、無視されたことに腹を立てて、男爵は叫んだ。

「貴様ら、こっちを見んか！」

　男爵の目的は小樽たちの抹殺だ。ならば無防備な今を狙って殺してしまえばいいものを男爵はそうしなかった。

　ともかく自じ己こ顕けん示じ欲よくが強いのである。

　それはたいていのゲルマニア人に言えたが。

「こら、貴き様さまら！」

「うるせえ！　今、大変なときなんでぇい！」

「いいからこっちを見ろ！　でないと、殺すぞ、貴様ら！」

「うるせえって言ってんだろ!?」

「あれ、落ちたはずなのに？」

　顔を真っ赤にして叫ぶ男爵を見て、ライムが不ふ思し議ぎそうに言った。

　その一言がようやく男爵の自じ尊そん心しんをくすぐったようだ。

「ふはははははははははっ！　そうなのだ。死んだと思われた我が輩が現れたのでさぞやびっくりしただろ！」

「別に」

「したんだよ！　おまえはびっくりしたの！　決まった！　たった今決まったからな！」

「で、なんなの？」

「ふはははははははははははははははっ！　これぞ、我がゲルマニアが誇るマスケル・シリーズの能力なのだよ！　まあ、二体は失うしなったがな」

　三体のマスケルのうち、一体が男爵を空中で抱きかかえ、残り二体が男爵よりも先に地面に着き、クッションの代わりとなって、男爵の身を守ったのだ。ただし、クッションになった二体はさすがに衝撃で全ぜん壊かいしてしまっていた。

「マスケル・シリーズ？」

　小樽が怪け訝げんな表情で筋肉男を見た。

「我がゲルマニアが開発した強化人間だ！　マスケルたちは人間とマリオネットの良さを兼ね備えて持っている！　マリオネットの強きよう靭じんな肉体！　そして、人間のファジーな頭脳！　これらを備え持ったマスケルは乙女回路や女じよ帝てい回路を持つセイバーマリオネットよりもはるかに高度な戦闘力を持つのだ！」

「乙女回路よりも……!?」

　小樽がようやく真剣な表情でマスケルをにらみつけた。

「……コロス……小樽……ライム」

　マスケルの顔には憎しみの感情が浮かび上がっている。

　その目が捉とらえているのは小樽とライムだ。

「うっ……」

　小樽の背を冷たいものが流れる。

　男爵がニヤリと笑って言った。

「少年、今まで貴様のセイバーマリオネットたちが勝ってきた理由がわかるか？」

「なんだと!?」

「それは感情だよ。人間の感情は時として恐るべき力を発揮する。バカバカしいことだが、今まで我がゲルマニアは乙女回路の持つ感情に負けてきたのだ」

「うっ！」

　確かにそれについては小樽も思い当たることがあった。

　ライムたちは感情を爆発させたとき、普段の数倍のパワーを発はつ揮きする。

　それをまさかゲルマニアが冷静に分析しているとは──

「少年、マスケルたちは感情を持っているのだよ！」

「なんだと！」

「人間のもっとも力を発する感情！　暗黒の力！　それは憎しみだよ！　人を憎む心によって、マスケルたちのパワーはさらに上がる！」

　芝しば居いのクライマックスのように男爵は大おお仰ぎように構えて叫んだ。

　あたりは緊張に包まれ──なかった。

　真剣な表情で小樽が男爵をにらみつけた。

「そいつは違うぜ、クソ親おや父じ！」

「ク、クソ親父!?」

　怒りで顔を真っ赤にする男爵を無視して小樽は続けた。

「憎しみでパワーが増すだと！　そいつはとんでもねえ間違いだ！　勘違いも甚はなはだしいぜ！　そんな暗えドロドロした感情しかねえからてめえらは変な考え持つのよ！　お天てん道とう様さまがある限り、永遠不変の素晴らしいパワーの源ってやつがあらぁ！」

「なんだと!?　我が輩に意見するつもりかな？」

「意見だか、エノケンだか知らねえが、耳の穴かっぽじってよく聞きやがれ！」

「ぬぬっ!?」

「ライムたちの感情は憎しみなんかじゃねえ！　それは……」

　小樽は、思いっきり息をためると、あらん限りの声で叫んだ。




「愛だ！」




　一瞬、愕がく然ぜんとなって呆ほうけたように口を開ける男爵だが、次の瞬間、笑い出した。

「ふはははははははははははははははははっ！　愛などと小こ賢ざかしい！　こういう頭の悪い少年にはもっときちんと教えてやらねばな。いいか……」

　だが、口ならジャポネスッ子の小樽は負けてはいない。

「うるせー！　愛ったら愛なんでえ！　わかったか、このスットコドッコイのコンチキショー！　だいたいなんだ、そのみっともねえヒゲは！　そんなわけのわかんねえヒゲはやしてるから頭の中まで毛生はえちまうんでえい！　てめえなんかヒゲ嚙んで寝てろ！」

「むきぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！　我が輩に対する罵ば詈り雑ぞう言ごん！　特にこの我が輩自じ慢まんのヒゲをバカにするとは……その罪、万ばん死しに値あたいする！　楽には死なせぬぞ！」

「うっせえ、バカヤロー！」

「キィィィィィィィィィィィィィィィィィッ！　やれ、マスケル！」

　マスケルの両肩、両腕、さらには両脇腹がグニョッと伸び、小樽とライムに迫る。




　シャギィィィィィィィィィィィィィッ！




　だが、いきなり横から人影が飛び込んでくる。




　ガシィィィィィィィィィッ！




　人影は触手を手しゆ刀とうで叩き落とした。

「な、なんと!?」

　ボーイッシュな黒髪、そしてグラマラスな肢し体たい──

　ティーゲルだ。

「小樽とあたしの妹には手を出させないよ！」

「ティーゲル、無ぶ事じだったか？　いっ、それは？」

　小樽がティーゲルが手にしたものを見て、驚いた表情をとった。

　ティーゲルはその手にしていた大きなものを男爵に向かって投げつける。

「いいっ!?」

　それはなんとマスケルの破は壊かいされた肉体だった。

「マ、マスケルが!?」

「この程度のヤツ、造ぞう作さもなかったさ！」

「お、おのれっ！」

　男爵がさらなる命令をマスケルに告げようとしたときだ。

「ホント、簡単だったぜ！」

「なにっ!?」

　声に驚いて男爵が振り向くと、四つの人影があった。
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「マスター、明日の朝食は無事ですわ！」

「小樽にちゃんと抱かれるまではあたしゃ不ふ死じ身みさ！」

「小樽様、遅おくれて申もうし訳わけございません」

「ゲルマニアのバカども！　全員、ぶっちばったるぜ！」

「チェリー！　ブラッドベリー！　ルクス！　パンター！」

　いずれも服はボロボロでひどい姿。パンターに至いたってはブラッドベリーにおぶわれたままだったが、とにかく無事だ。

「こ、このォ！　全員殺してしまえ！」

　マスケルは男爵の命令通り触手を放つだけだった。




　ガシィィッ！




　その触手はライムによって受け止められた。

「みんながいるんだ！　怖こわくないぞ！」




　バキィィィィィィィィィィッ！




　触手は見事に引きちぎられる。

「バ、バカな！　なぜマスケルが!?　ゲルマニアの最高の頭脳が結集し作り出したマスケルが、ガキとガラクタどもに!?」

　啞あ然ぜんとする男爵に向かって、小樽、ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター──全員が声をそろえて叫んだ。




「愛の勝利よ！」




「……コロス！」

　さらに攻撃を続けようとするマスケルだが──




　ガシィッ！　バシィッ！




　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。自慢の触手攻撃も次々とセイバーマリオネットたちに受け止められてしまう。動きは完全に見切られていた。

「甘いんだよ！」

「今です、小樽様！」

　小樽が叫んだ。

「ライム！」

　その言葉がパワーの源！　愛のたっぷり入った栄えい養ようドリンク。

「うん！　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　元気いっぱい、ライムがダッと地を蹴けった。

「やぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　上空からそのまま一気に──




　ガギィィィィィィィィィィィィィィィィィン！




　ライムの靴くつがまともにマスケルの首にめり込む。

　マスケルは首を吹き飛ばされて活動を停止した。

「やったぜ！」

「お、おのれぇぇぇぇぇぇぇっ！　今日は引き分けということにしておいてやるっ！」

　マスケルが倒されたとき、すでに男爵の姿は遥か彼方かなたへと消えていた。

　逃げ足だけは早かった。

「けっ、おとといきやがれ！」

「勝った、勝ったよ、小樽！」

　ライムが小樽に抱きついてくる。

「やりましたわ！」

「小樽！」

「ライム、よくやったわね」

　勝利に喜ぶ一同だが、すぐに小樽は気づいた。本来ならひとときたりとも目を離せないあの人物のことを。

「楊！」

　振り返ったとき、小樽の目には鮮あざやかな朱あかが飛び込んできた。




　　　　７




　地面は朱い血の海になっていた。

　その中心に楊がいる。

「や、楊！」

　小樽が愕然とした表情で楊を見ていた。

「お、小樽さん……ボク……鳳々を守りました」

　楊が必死に声を絞しぼり出す。

「ああ……」

　楊の顔は小樽がいる場所とは反対の方向を向いていた。

　すでに目がかすんで見えないらしかった。

「楊、しっかりしろ！　おめえさん、オレを助けてくれたじゃねえか！　こんな所で死ぬんじゃねえ！」

「もう……だめです……ボクは……医者だから……」

　医者だから、自分の身体のことはよくわかるというわけだ。

　事実、楊の顔から血の気がどんどんなくなり土つち気け色に変わっていく。

　死が間近に迫っていた。

「あ……」

　楊は手を伸ばした。

　だれを求めた手か、その場にいた全員が理解した。

「鳳々……」

　全員が鳳々のほうを見る。

　しかし、鳳々はなんのことかわからず、ただ立ち尽くすだけだ。

　顔にいつもと変わらぬ静かな笑みを浮かべたまま。

「う……」

　楊は力尽きようとしていた。

　虚こ空くうをさまよっていた手がゆっくりと下がっていく。

「……！」

　その手を握りしめた手があった。

　ライムだった。

「…………」

　ライムは泣いていた。

　しかし、声は出さない。

　今、ライムは鳳々なのだ。

「鳳々……」

　か細い声が楊から出た。

「…………」

　ライムの涙が楊の手にかかる。

「涙……」

　楊が小さく笑った。

「鳳々……ボクのために泣いてくれているんだね……」

　それが楊の最後の言葉だった。

「楊様の生命活動は停止いたしました」

　鳳々が言った。あの笑みを浮かべたまま。

「てめえ！　わかってねえのかよ！」

　パンターが激げつ昂こうして鳳々に殴なぐりかかる。

　しかし、その拳は鳳々の顔の直前で止まった。

　鳳々はなにもわかっていないのだ──
















終章　迷える子羊がいっぱい










「鳳フアン々フアン、楊ヤンから最後の命令だよ」

　小お樽たるが哀かなしみの表情で鳳々に言った。

「はい」

　鳳々は素す直なおに返事をして立っている。

　目の前に粗そ末まつな墓があった。楊の墓だった。

「ずっとここにいてほしい、と」

「はい」

　あの笑みを浮かべたまま、鳳々は答えた。

　その笑みを見れば見るほど、小樽はやるせない思いでいっぱいだった。

「…………」

　小樽は無む言ごんで歩き出した。

　後ろは振り返らなかった。




　一行はふたたび山道を歩いていた。

　鳳々はあのまま壊こわれるまで楊の墓の前に立っているだろう。自みずからの意い志しではなく、単純にマリオネットとして命令を守って。

「…………」

　小樽は泣いていた。

　楊は幸せに死んだ。

　けれど、それはなんと哀しい幸せだろう。

「小樽……」

　ライムが近づいてきて、スッと小樽の手をとった。

「……ライム？」

　ライムは泣くのをこらえているようだった。

「小樽……ボク、ずっと小樽と一いつ緒しよにいるからね」

　ライムは笑みを見せた。泣き笑い。小樽のことを思っての笑え顔がお──

「ライム……今回、おまえ、えらかったな。あんがとよ」

「あのね、小樽……」

「ああ」

「楊さんの手……温あたたかかったよ」

「ライム……」

　そっと小樽がライムの頭を抱いた。

　自分は幸せだ。楊が望のぞんだマリオネットとの幸せを自分は持っている──

　そして。




　ガシッ！




「えっ!?」

　他にもたくさんの手が小樽の身体からだに伸びてきた。

「小樽、あたしもずっといるよ！」

「マスター、私だって！」

「小樽様、私もです！」

「オレだってそうさ、小樽！」

「あたしもね」

　ブラッドベリー、チェリー、ルクス、パンター、ティーゲル──みんなが笑え顔がおだった。

「みんな……」

　小樽の顔にようやく笑みが浮かぶ。

　自分にはこんなに温かい仲間がいる──

　そして、小樽にはやらなければならないことがあるのだ！

「女性は必ず復活させてみせる！　楊の悲劇はもうたくさんだ！」

　愛というものを信じ、小樽は向かう。

　西安シーアンへ──




「小樽くぅ～ん！　ボクを忘れないでくれ～」

　そして、もう一人、愛に燃える男は膨ぼう大だいな荷に物もつをかついで走った。

　そいでもって、またコケた。








《『セイバーマリオネットＪ・第五巻』完　第六巻に続く》









　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅴ








ライム「シクシクシク……楊ヤンさん、かわいそうだったねぇ」

チェリー「ええ……」

ブラッドベリー「マリオネットの悲ひ劇げきってやつかい」

ルクス「小お樽たる様も落ち込んじゃって……」

小樽「（タメ息）ふぅ～……」

パンター「小樽、元気出せよ！　あ、そうだ。オレと焼き肉一いつ緒しよに食いに行くか？」

小樽「いや、いい……」

ティーゲル「小樽、あんたはよくがんばったよ。な」

小樽「う、うん……」

ブラッドベリー「小樽、あたしといいことしないかい？　元気が出るよ！　特に下半身なんか！」

チェリー「やめいっちゅうに！」

小樽「ふぅ～……」

ライム「小樽、小樽、小樽、元気出して！」

チェリー「そうですわ、マスター！　マスターが元気がないと、私まで悲しくなりますわ」

小樽「ああ……そうだな。でも、楊って、本当にかわいそうなヤツだったよな」

ボロボロの声「もっとかわいそうなヤツがここにいるぞっ！」

一同「えっ？」

ボロボロの声「現代のシンデレラ！　今世紀最大の悲劇！　ああ、やはり顔のいいのはいじめられるのね……というわけで、参さん上じよう！　悲ひ恋れんの大スター！」




　　　　ファンファーレとともに大量の荷物を背せ負おった人物登場──

　　　　杖つえをついていて、服もボロボロ──




花形「それはこのボクだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

ライム「（無視）楊さんかわいそうだったね」

小樽「（無視）ああ」

花形「こらぁぁぁぁぁぁぁぁっ、座談会Ⅰみたいに無視するなぁ！」

小樽「ま、しかし、確かに今回の花形は同情できるところもあったかな」

花形「まったくだよ。なんでボクがあんなふうにゴロゴロゴロゴロ転ころがらなきゃならないの？　惨みじめだ……」

ルクス「でもしっかり目め立だってましたわ」

パンター「十分じゃねえか！」

ティーゲル「あたしたちも『ドラゴンマガジン』誌上で連載していたときよりは出番が増えているんだよね」

チェリー「でも不満、不満、不満！　今回もライムがほとんど主役みたいなものじゃない！　このままじゃ、あたしのファンが暴ぼう動どう起こすわよ！」

ブラッドベリー「やっぱ主役だよ、主役！　あたしもさぁ、このあたりで一回やっとかないとね！　忘れられちゃうじゃんか！」

花形「ボクも……」

一同「却きやつ下かァ！」

花形「わー、まだなにも言ってないのにい！」

小樽「さてと、じゃあこのあたりで次の話わ題だいに。今度は明るい話題！」

ライム「わーい、わいわい、わーい！　やったぁ！　ついに『セイバーマリオネットＪ』がテレビアニメになったよォォォォォォォォォォォォッ！」

全員で「バンザァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァイ！」

ブラッドベリー「でもさ、なんかテレビと原作じゃいろいろ違うところがあるんだろ？」

ルクス「そうなんです。例たとえばファウストがいる国は原作だと『ゲルマニア』なんですけど、アニメだと『ガルトラント』。原作では『セクサドールズ』だったのがアニメでは『セイバードールズ』」

チェリー「比ひ較かく的てき、エッチなものや少し現実にあるなぁってものが変へん更こうになったり切られたりしているんです。そういやぁ、ブラッドベリーも性格が少し違うわよね」

小樽「そういやぁ……」

チェリー「ブラッドベリーはお色気でエッチを迫せまるキャラから、結婚を迫るキャラに変更になっているのよね」

ブラッドベリー「ケッコン……？　ああ、あの殺人事件の現場によくある……」

一同「それは血けつ痕こん！」

チェリー「決してこういうボケキャラじゃないですからね。こんなところで点数稼かせがないでよ！」

小樽「それにしてもテレビアニメのほうは花形が目立ちまくってるよな」

花形「ふはははははははははははははっ、実力だよ、実力！」

ルクス「ライターさんに聞いたんだけど、やっぱりギャグキャラってことでみんな動かしやすいみたい」

ライム「やーい、ギャグキャラ、ギャグキャラ！」

花形「うるさい！」

小樽「ところでさ、一つ聞いておきたかったんだけど」

チェリー「なんなりと」

小樽「今回のテレビアニメに原作者はどのくらいかかわっているんだよ？」

チェリー「それがぜんぜん関わってないんです。せいぜい家でテレビを見るくらい」

ティーゲル「なにっ？　あかほりさとるはテレビシリーズには関わってない！……ということは、このシリーズは……」




全員で「傑作になるね！」




あかほり「ほっとけ！」




《某月某日某二四時間営業のスーツ屋でスーツを作りながら実況生中継》









　あとがき







　前回のあとがきを読んでくれた人にはわかるネタなんだけど……はっきり言いましょう！　私、すでに背中にアーミーナイフが刺ささってます！

　……すいません。

　今回もあかほりは随ずい分ぶんと締しめ切きりをずらしてしまいました。ことぶき君をはじめ、ドラゴンマガジンの副編集長のタクちゃんたちに大変迷めい惑わくをかけてしまいました。

　ま、一応反はん省せいしてるみたいだから許ゆるしてやるか……って、自分で言うな！

　きっとだれも突っ込んでくれないみたいだからツッコミ、先にやっときました。……こんなことばっかやってちゃ、締め切り遅れるよね。トホホ……。




　今回は自分でも非常に気に入っているエピソードなんです。

　心を持つマリオネットと心を持たないマリオネットの違い。これはどうしてもこの作品において避さけて通れない命めい題だいです。この命題を描くためにはどうしても悲劇になってしまうだろうな。そんなふうに思いながら今回のエピソードを書き始めました。

　終わってみれば、確かに表面的には悲劇になりました。しかし、よく考えてみてください。楊ヤンの行動、楊の態たい度ど、そして結末。シニカルなことを言ってしまえば、喜劇です。楊は愛のために死んだといえばカッコがいいですが、冷静な醒さめた目で見れば犬死に以外のなにものでもありません。しかし死んだということで最終的に喜劇は悲劇となります。

　これって、決してテラツーのことだけではないと最近感じます。自みずから人生の中で、悲劇を演じているつもりが、冷静に見てみると喜劇にしか思えない。こんなとき、人は恥はじを感じ、体てい裁さいを繕つくろおうとしてついつい悲劇にするための最終手段を取りがちです。しかし、恥がなんだというのです。悲劇を演じたつもりが喜劇となっていた。笑われた。……それはそれでいいじゃないですか。開き直って、喜劇を演じ続けてみれば……きっといいことがあると信じています。そうでなかったら。ちょっと考えたくないですね。

　具ぐ体たい例れいが出せないんで、これはいったいなんだと思われるかもしれませんが、長い人生の中でそんなことって意外に多いのでは……？

　はははは（乾かわいた笑い）。




　さて、ついにテレビアニメがスタートしました。

　感かん無む量りようです。

　自分自身、テレビアニメの仕事出身なので、やはりテレビアニメになった自分の作品を見ると、ついつい強く思い入れが出てしまいます。

　原作者の自分のアニメ作品に対しての関かかわり方は極きよく端たんに言ってしまえば二つあると思います。

　一つは徹てつ底てい的てきに口を出すこと。

　もう一つがともかく全面的にスタッフにまかせること。

　本当は時間さえ許せば前者で行きたかったのですが、今回は後者で行くことになりました。幸さいわいスタッフの方も非常に『セイバーマリオネットＪ』に理解が深く、その点では安心しています。

　もちろん、

「あ、ここは原作とは違うな」

　なんて感想を抱くときもあります。

　が、いい意味でそれもおもしろいと思っています。

　テレビアニメはテレビというメディアの中で一つの作品として成立しなければなりません。原作を読んだことがない人間もテレビは見るのですから。ですから、かなりの変更があってしかるべきなのです。よく原作の強い思い入れのファンの方で、テレビアニメが原作から逸いつ脱だつしたとき、非常なまでに腹を立てる場合がありますが、もっと心を広く持ちましょう。

　もちろん、原作から逸脱して、そのストーリーが納得できないというよりも、つまらないと感じた場合はやはり意見はいいます。けれど『セイバーマリオネットＪ』に関しては今のところまるでそんなことはありません。ヘタをしたら原作よりおもしろく、きちんとできているかも……。やばい。




　では、最後に今回もありがとうを連発させてください。

　表紙、挿さし絵えのことぶき先生。忙しい中、ありがとうございました。まだまだ続くのでおつき合いのほど、よろしく！

　ドラゴンマガジン編集部の菅沼のタクちゃん。またしてもあかほりの仕事場で何夜もともにしてしまいましたね。ごめんね。そいでもって最後まで見捨てずにいてくれて、本当にありがとう。

　テレビアニメに関わっているすべてのみなさま。本当に本当にありがとうございます。動いているライムたちをこの目で見られる日が来ようとは……。

　そして、そして『セイバーマリオネットＪ』のことを好きな人たちと、これから好きになってくれる人たち。……ありがとう。





一九九六年一一月　あかほりさとる






【追伸】コミックドラゴン誌上で『セイバーマリオネットＪ』のコミック化が始まりました。作画は琴義弓介先生！　こちらも応援よろしくね！




【追伸の追伸】『セイバーマリオネットＪ』のゲーム第一弾は格闘ゲームだ！　なんか、ライムたちがポリゴンチックに動くのって不ふ思し議ぎ。好評ならばゲームの第二弾もあるということなので、みんな、のめり込むんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




【追伸の三乗】『セイバーマリオネットＪ』の第六巻はいよいよ西安シーアン編だ！　なるべく早く出すつもりなんで、待っててくれ！




【追伸の四乗】同じことぶき先生とやっている『ＶＳ騎士ラムネ＆40炎』の小説の第二巻のほうは……すいません。遅れてます。がんばってるんだけど、ストーリーに収しゆう拾しゆうがつかなくなってて……もう少し待ってね。




【追伸の五乗】明日は箱はこ根ねだい！　温泉、温泉。……あ、遊びに行くんじゃないよ。あくまで取材、取材。

　……なんの？
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